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～立崎選手平昌五輪で奮闘～～立崎選手平昌五輪で奮闘～

芙由子がんばれ！
故郷からの大声援
芙由子がんばれ！
故郷からの大声援

住民が主役の“もり”のまち北秋田市 きたあきた市ホームページ
http://www.city.kitaakita.akita.jp
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室

　

内
陸
線
再
生
支
援
室

▽
開
港
20
周
年
の
節
目
と
な
る
大
館
能
代

空
港
は
、
利
用
者
増
加
傾
向
の
機
運
を

さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
運
賃
助
成
等
で
利

用
促
進
に
向
け
た
事
業
を
展
開
す
る
。

▽
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
セ
ー
ル
ス

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
、
観
光
・
文

化
・
自
然
な
ど
を
施
し
た
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
装
飾
し
、
話
題
性
の
あ
る

事
業
を
展
開
し
、
交
流
人
口
の
増
加
に

つ
な
げ
る
。

▽
経
常
損
失
額
２
億
円
以
内
の
目
標
達
成

に
向
け
、
支
援
団
体
や
沿
線
自
治
会
な

ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
利
用
促
進
に

向
け
た
運
動
を
展
開
す
る
。

▽
保
育
園
の
ふ
る
さ
と
教
育
補
助
及
び
高

校
生
定
期
券
補
助
、
貸
切
車
両
の
補
助

を
継
続
し
、
利
用
者
確
保
に
努
め
る
。

▽
沿
線
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

や
お
も
て
な
し
の
向
上
で
、
魅
力
を
高

め
利
用
客
の
増
加
に
努
め
る
。

▽
財
政
運
営
は
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
、
事
務
事
業
の
精
査
や
経
費
節
減
な

ど
に
よ
り
健
全
財
政
の
維
持
を
図
る
。

▽
旧
中
央
公
民
館
を
「
第
二
庁
舎
」、
分

庁
舎
を
「
宮
前
町
庁
舎
」
と
名
称
を
変

更
す
る
。
本
庁
舎
は
市
民
目
線
に
立
っ

て
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
修
を
進
め
る
。

▽
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
開
始
し
、
市
税
等
の

納
付
に
か
か
る
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

　

総
務
課

　

総
務
課

　

総
務
課

　

総
合
政
策
課

　

総
合
政
策
課

　

総
合
政
策
課

▽
人
事
評
価
制
度
の
公
正
性
、
客
観
性
を

高
め
、
職
員
の
育
成
と
公
務
能
率
及
び

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

▽
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
の
導
入
及
び
防
災

ラ
ジ
オ
の
配
布
に
万
全
を
期
す
。

▽
空
き
家
等
の
対
策
は
、
市
空
家
等
対
策

計
画
に
基
づ
き
、
所
有
者
等
に
よ
る
適

切
な
管
理
の
促
進
と
特
定
空
家
等
の
適

切
な
措
置
の
実
施
に
取
り
組
む
。

▽
総
合
戦
略
及
び
総
合
計
画
は
、
重
点
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
指
標
達
成
に
向
け

た
精
査
・
検
証
を
図
り
な
が
ら
、
各
施

策
・
事
業
の
推
進
を
図
る
。

▽
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
移
住
体
験
事
業
を
通
年
型
で

提
供
す
る
ほ
か
、移
住
相
談
、情
報
発
信
、

各
種
サ
ポ
ー
ト
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。

▽「
仕
事
と
移
住
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
」「
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」「
移

住
者
融
資
資
金
利
子
補
給
事
業
」
や
創

設
す
る「
移
住
者
住
ま
い
応
援
助
成
金
」

な
ど
を
活
用
し
、
き
め
細
か
い
支
援
で

移
住
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。

▽「
結
婚
生
活
応
援
事
業
」
を
創
設
し
、

若
者
の
結
婚
を
奨
励
し
な
が
ら
婚
姻
数

や
子
育
て
世
帯
の
増
加
に
つ
な
げ
る
。
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療
健
康
課

　

医
療
健
康
課

　

医
療
健
康
課

　

農
林
課

　

農
林
課

　

農
林
課

平成30年度 施政方針平成30年度 施政方針平成30年度 施政方針

１１基本目標基本目標基本目標 産業振興による仕事づくり
◎主な取り組み
◇主食用米の依存から脱却し、生産性・収益性の
高い作物の生産拡大による農業所得の安定
◇「産地パワーアップ事業」や「園芸メガ団地整備
事業」に独自支援し、野菜等の生産拡大
◇「秋田のしいたけ販売三冠王獲得事業」を活用し
た、菌床しいたけの生産拡大
◇「青果物振興対策事業」や「戦略作物地力増強推
進事業」で園芸作物生産者への支援を継続
◇広報による市
内企業の紹介
や企業博覧会
の共催で、地元
企業への理解
を促し、市内就
職の定着化

◇中心市街地活性化のため、空き店舗を活用した
新規出店者への開業支援による空き店舗の解消
◇日本三大樹氷
ブランド化誘
客推進事業と
して、本市で
「樹氷サミッ
ト」を開催し
全国に向けて
情報発信
◇ＤＭＯ「秋田犬ツーリズム」「３Ｄ連携」等で地
域を越えた連携を強化し観光誘客

◇自然体験型の観光メニュー開発による滞留時間
の延長を図り、宿泊施設や飲食店の利用を促
進し、官民一体の「おもてなし」の充実

▽
市
民
税
と
軽
自
動
車
税
は
、
増
収
を
見

込
み
つ
つ
、
適
正
で
公
平
な
課
税
と
徴

収
に
努
め
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
。

▽
３
Ｒ
活
動
を
促
進
し
、
環
境
負
荷
の
軽

減
と
地
球
環
境
保
全
を
目
指
し
た
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

▽
し
尿
処
理
施
設
は
、
平
成
32
年
４
月
供

用
開
始
の
新
施
設
建
設
に
万
全
を
期
す
。

▽
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
解
決

に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
む
。

▽
福
祉
医
療
は
、
助
成
対
象
を
高
校
生
世

代
ま
で
拡
大
し
て
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
は
、
都
道
府
県
化
に
移

行
す
る
た
め
、
国
保
事
業
費
納
付
金
に

見
合
う
適
正
な
予
算
執
行
に
努
め
る
。

▽
障
が
い
福
祉
は
、
利
用
者
が
不
安
を
感

じ
な
い
よ
う
、
適
切
な
情
報
提
供
や
個

別
支
援
を
行
う
。

▽
保
育
の
質
充
実
の
た
め
、
施
設
整
備
を

進
め
る
。
ま
た
、
公
立
保
育
園
の
民
営

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

▽
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
た
め
、
関
係
機
関
が
連
携
し
、

生
活
支
援
体
制
の
整
備
に
努
め
る
。

▽
高
齢
者
が
生
き
が
い
や
楽
し
み
の
あ
る

生
活
を
送
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

も
尊
厳
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

▽
北
秋
田
市
自
殺
予
防
計
画
を
策
定
し
、

自
殺
対
策
の
強
化
と
推
進
を
図
る
。

▽
新
生
児
聴
覚
検
査
の
助
成
を
行
い
、
負

担
軽
減
に
努
め
る
。

▽
市
民
病
院
の
体
制
強
化
と
地
域
医
療
を

支
え
る
開
業
医
や
診
療
所
と
連
携
し
、

医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
市
民
病
院
は
、
地
域
が
ん
診
療
病
院
の

指
定
を
受
け
、
が
ん
診
療
体
制
を
強
化

し
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供
を
目
指
す
。

▽
主
食
用
米
生
産
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
、

生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
作
物
の
生
産

拡
大
に
よ
る
農
業
経
営
の
確
立
に
向
け
、

各
種
補
助
事
業
等
を
複
合
的
に
展
開
し
、

農
業
所
得
の
安
定
を
目
指
す
。

▽
林
業
を
軸
と
し
た
地
域
産
業
の
成
長
に

向
け
、
秋
田
ス
ギ
の
産
地
と
し
て
の
価

値
向
上
に
努
め
る
。

▽
北
秋
田
市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
対
象
鳥
獣
の
範
囲
を
広
げ
、
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
と
の
連
携
を
強
化
し
、

農
作
物
の
被
害
防
止
と
市
民
生
活
の
安

心
安
全
に
努
め
る
。

　

税
務
課

　

税
務
課

　

税
務
課

　

高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
課

↑多くの中学生が市内企業から説明を
受けた企業博覧会

施
政
方
針

施
政
方
針

〜
人
口
減
少
時
代
へ
の
挑
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

ののののののののののののののののののののの
挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦

へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少
時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代

〜
人
口
減
少
時
代
へ
の
挑
戦

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

　

北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、

津
谷
市
長
が
平
成
30
年
度
に
お
け
る
主
な
施

策
と
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
津
谷
市
長
は
「
総
合
計
画
や
総

合
戦
略
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
狙

い
と
す
る
効
果
や
期
待
が
徐
々
に
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。
本
年
度
も
最
大
の
課
題
は
人
口

減
少
対
策
に
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
市
政

運
営
に
お
け
る
指
標
と
し
て
『
人
口
減
少
時

代
へ
の
挑
戦
』
を
掲
げ
、
仕
事
や
生
活
、
子

育
て
等
、
安
心
安
全
で
快
適
な
北
秋
田
暮
ら

し
の
魅
力
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
移
住
定
住

施
策
を
は
じ
め
人
口
減
少
対
策
の
強
化
・
充

実
を
さ
ら
に
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
ほ
か
の

地
域
に
は
な
い
陸
路
、
空
路
、
鉄
路
の
３
つ

の
交
通
体
系
が
整
っ
た
本
市
の
強
み
を
最
大

限
に
生
か
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
ス

ピ
ー
ト
感
を
も
っ
て
あ
た
る
１
年
と
す
る
」

な
ど
と
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

　

各
課
の
主
な
施
策
と
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

北秋田市まち・ひと・しごと創生総合戦略

↑日本三大樹氷のブランド化で、森吉
山の魅力を発信

各
課
ご
と
の

　
　

主
な
施
策
と
事
業
等
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学
校
教
育
課

　
学
校
教
育
課

　
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
課

　
消
防
本
部

　
消
防
本
部

　
上
下
水
道
課

　
上
下
水
道
課

　
都
市
計
画
課

　
都
市
計
画
課

　
建
設
課

　
建
設
課

▽
大
館
能
代
空
港
に
直
結
し
た
高
速
道
路

の
開
通
に
よ
り
、
県
北
地
域
全
体
の
活

性
化
に
期
待
。
引
き
続
き
鷹
巣
西
道
路
、

二
ツ
井
今
泉
道
路
の
早
期
開
通
に
向
け

て
要
望
活
動
に
努
め
る
。

▽
南
鷹
巣
団
地
建
替
え
事
業
は
、
引
き
続

き
計
画
的
な
建
替
え
を
実
施
す
る
。

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
及
び
木
造
住
宅
耐
震

化
を
支
援
し
、
市
民
の
居
住
環
境
の
質

の
向
上
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

▽
幹
線
道
路
及
び
生
活
道
路
の
整
備
は
、

未
舗
装
道
路
や
狭
あ
い
道
路
等
の
改
良

工
事
を
計
画
的
に
行
う
。

▽
坊
沢
大
橋
の
老
朽
化
対
策
工
事
は
、
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
34
年
度
の
完

成
を
目
標
に
実
施
す
る
。

▽
主
要
道
路
や
河
川
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強

化
し
、
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

▽
老
朽
化
し
て
い
る
除
雪
機
械
を
更
新
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

き
め
細
か
な
除
排
雪
を
推
進
す
る
。

▽
森
吉
合
川
統
合
簡
易
水
道
を
北
秋
田
市

上
水
道
へ
統
合
し
、
公
営
企
業
と
し
て

効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
る
。

▽
新
鷹
巣
浄
水
場
の
建
設
に
着
手
し
、
安

全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
る
。

▽
鷹
巣
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
拡
充
を
図

り
、
住
環
境
の
水
質
保
全
に
努
め
る
。

▽
複
雑
化
し
、
困
難
性
を
増
す
災
害
へ
の

対
応
に
的
確
に
立
ち
向
か
う
た
め
、
将

来
を
見
据
え
た
消
防
課
題
に
取
り
組
む
。

▽
火
災
防
ぎ
ょ
計
画
の
見
直
し
を
図
る
と

と
も
に
、
水
槽
付
き
消
防
ポ
ン
プ
車
を

更
新
し
、
警
防
体
制
の
強
化
を
図
る
。

▽
消
防
団
員
の
装
備
品
を
整
備
し
、
安
全

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
団
員
の
確

保
に
努
め
、
消
防
力
の
充
実
強
化
を
図

る
。

▽
鷹
巣
中
と
鷹
巣
南
中
の
統
合
に
向
け
、

鷹
巣
中
の
校
舎
を
改
修
す
る
た
め
の
調

査
設
計
業
務
を
発
注
す
る
。

▽
教
育
留
学
を
県
と
連
携
し
て
進
め
、
本

市
の
教
育
の
す
ば
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
将
来
の
移
住
定
住
に
結
び
付
け
る
。

▽
学
校
給
食
は
、
地
元
食
材
の
使
用
率
を

高
め
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
を
含
め
、
安

心
安
全
な
食
材
提
供
と
衛
生
管
理
の
徹

底
及
び
食
育
指
導
の
推
進
に
取
り
組
む
。

▽
将
来
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成
に
向
け

て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア

発
達
を
促
す
取
り
組
み
を
推
進
し
、
地

域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

▽
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
す
る
た
め
、

研
修
内
容
の
充
実
を
図
り
、
調
査
等
を

活
用
し
た
授
業
改
善
を
進
め
る
。

▽
北
秋
田
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
と
交
流
人
口
を
拡

大
す
る
た
め
、
利
活
用
委
員
会
を
設
置

し
、
市
民
と
の
協
働
活
動
を
進
め
る
。

▽
地
域
学
校
協
働
本
部
で
は
、
統
括
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
・
学

校
・
家
庭
の
つ
な
が
り
を
強
め
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
や
地
域
を
支
え
よ
う

と
す
る
子
ど
も
の
育
成
に
取
り
組
む
。

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
世
界
遺
産
登
録
の

推
薦
を
目
指
し
、
関
係
団
体
と
連
携
の

も
と
積
極
的
に
国
内
外
へ
縄
文
の
価
値

を
発
信
す
る
。

▽
浜
辺
の
歌
音
楽
館
は
、
開
館
30
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
「
浜
辺
の
歌
」
を
中
心

に
価
値
と
魅
力
の
発
信
に
努
め
る
。

▽
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
各
施
設
の

付
帯
設
備
・
用
具
の
整
備
点
検
や
衛
生

環
境
の
改
修
改
善
、
大
型
ス
ポ
ー
ツ
用

具
等
の
導
入
・
更
新
に
よ
り
快
適
な
利

用
環
境
を
整
備
に
努
め
る
。

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
に
向
け
、
実
行
委
員
会
と
の
連
携

を
密
に
し
、
引
き
続
き
支
援
す
る
。

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
健
康
づ
く
り
と
地
域
活
性
化
の
た
め
、

今
後
も
実
施
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
参
加
率
の
向
上
を
目
指
し
取
り
組
む
。

　
商
工
観
光
課

　
商
工
観
光
課

▽
新
た
な
企
業
誘
致
は
も
と
よ
り
、
既
存

企
業
の
事
業
拡
大
や
人
材
育
成
な
ど
の

情
報
共
有
や
各
種
支
援
の
ほ
か
、
新
規

起
業
者
へ
の
支
援
制
度
を
充
実
し
、
雇

用
確
保
を
推
進
す
る
。

▽
中
小
企
業
へ
の
利
子
補
給
制
度
を
継
続

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

▽
中
心
市
街
地
活
性
化
は
、
新
規
出
店
者

へ
の
開
業
支
援
を
行
い
、
空
き
店
舗
の

解
消
に
努
め
る
。
支
援
対
象
を
市
全
域

に
拡
大
し
、
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
。

▽
樹
氷
は
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
訪
日
外

国
人
旅
行
客
が
増
え
て
お
り
、
今
後
も

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
続
け
る
。

▽
日
本
三
大
樹
氷
ブ
ラ
ン
ド
化
誘
客
推
進

事
業
と
し
て
、
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
を
本
市

で
開
催
し
、
全
国
へ
情
報
発
信
す
る
。

▽
Ｄ
Ｍ
Ｏ
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
３
Ｄ
連

携
、
函
館
・
津
軽
・
秋
田
広
域
観
光
推

進
協
議
会
等
の
広
域
的
観
光
資
源
の
有

効
活
用
を
行
い
、
地
域
を
越
え
た
連
携

を
強
化
し
観
光
誘
客
に
努
め
る
。

▽
自
然
体
験
型
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
滞
留
時
間
の
延
長
を
図

り
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
の
利
用
を
促

進
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
「
お
も
て

な
し
」
の
充
実
に
取
り
組
む
。

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
教
育
委
員
会 

総
務
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

平成30年度 施政方針平成30年度 施政方針 平成30年度 施政方針平成30年度 施政方針

◎主な取り組み
◇結婚生活応援事業を創設
して、若者の結婚を奨励
しながら婚姻数や子育て
世帯を増加

◇あきた結婚支援センター
登録料の全額助成

◇不妊症・不育症の治療費を助成し、一人でも
多くの妊娠・出産を支援

◇母子の健康を守るため、妊娠期から産後の妊
婦健診と母乳育児相談を充実し、さらに新生
児聴覚検査の助成で負担軽減

◇乳幼児から中学生までの医療費無料化を継続、
さらに助成対象を高校生世代まで拡大

◇切れ目のない子育てサービスを提供により、
子どもの健やかな成長を支援し、生み育てや
すい地域の実現を目指す

３３基本目標基本目標 少子化対策４４基本目標基本目標 新たな地域社会の形成 ２２基本目標基本目標 移住・定住対策
◎主な取り組み
◇移住定住ネットワークセンターを活用し、移住
体験事業を通
年型で提供す
るほか、移住
相談や情報発
信、各種サポー
ト等で総合的
に推進
◇仕事と移住希望者とのマッチング事業や奨学金
返還支援制度で若者の移住定住を支援
◇移住者融資資金利子補給事業で、返還利子を全
額助成
◇新たに移住者住まい応援助成金を創設し、移住
初期の経済的な負担を軽減
◇空き家バンク制度及び移住者住宅支援事業で、
空き家の利活用と移住定住を促進

↑ネットワークセンターを拠点にきめ
細かいサポートで移住者を支援

◎主な取り組み
◇キャラクターを活用したセールスプロモーショ
ンで、子どもたちに夢を与える話題性のある事
業を展開し、交流人口の増加につなげる
◇開港20周年を迎える大館能代空港は、引き続
き運賃助成等の利用促進に向けた事業を展開
◇北秋田市民ふれあいプラザは、中心市街地の活
性化と交流人
口拡大のため、
利活用委員会
を設置し、市
民との協働活
動を推進
◇ごみの３Ｒ活動を促進し、環境負荷の軽減と地
球環境の保全を目指した住みよいまちづくり
◇新たなし尿処理施設を建設

◇大館能代空港に直結する高速道路の開通によ
り、県北地域全体が活性化。鷹巣西道路、二ツ
井今泉道路の早期開通に向けて要望活動を展開
◇デジタル同報無線システムの導入及び防災ラジ
オの全戸配布
により地域防
災力を向上
◇秋田県総合防
災訓練を通し
て、市民の防
災意識を向上
◇除雪機械を更新し、地域の実情に即した、きめ
細かな除排雪を推進
◇新鷹巣浄水場の建設工事に着手し、耐震化を図
り、安全な水道水を安定供給

↑多くの市民が本番さながらに取り組ん
だ総合防災訓練

来館者が43万人を超えた市民ふれあいプラザ来館者が43万人を超えた市民ふれあいプラザ

各
課
ご
と
の

　
　
主
な
施
策
と
事
業
等
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北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙（
３
月
18
日
告
示
）が
、
３
月
25
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
市
政
を
託
す
人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち

の
明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

【お問い合わせ】
 北秋田市選挙管理委員会事務局
 　　　　　☎６２‐６６１４

　
投
票
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を
い
ず

れ
も
満
た
し
て
い
る
方
で
す
。

①
平
成
12
年
３
月
26
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

②
平
成
29
年
12
月
17
日
以
前
か
ら
北

秋
田
市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で

い
て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

※
投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出
し
た
方
は
、

入
場
券
が
あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
進
学
や
就
職
等
で
北
秋
田
市
に

住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
実
際
に
は
他
の
市

町
村
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
投
票
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
投
票
日

　

平
成
30
年
３
月
25
日
（
日
）

▽
投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時（
一
部
除
く
）

　
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
は
１
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

※
次
の
投
票
区
で
は
２
時
間
繰
り
上

げ
、
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▽
鷹
巣
地
区　
田
子
ヶ
沢
、
葛
黒

▽
合
川
地
区　
摩
当
、
鎌
沢

▽
森
吉
地
区　
浦
田
、
前
田
、
巻
渕

▽
阿
仁
地
区　
吉
田
、
銀
山
水
無
、
荒
瀬
、

　
　
　
　
　
　
伏
影
、
根
子
、
比
立
内
、

　
　
　
　
　
　
中
村

　
投
票
は
、
市
内
38
か
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
８
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
一
覧
を
掲
載
）

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む
を
得

な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
際
は
、
投
票
所
入

場
券
の
裏
面
「
期
日
前
・
不
在
者
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
氏
名
、

住
所
等
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
３
月
は
進
学
や
就
職
で
市
外
に
転
出
さ

れ
る
方
が
多
く
い
ま
す
。
転
出
手
続
き
を

す
る
と
、
投
票
権
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

転
出
手
続
前
に
期
日
前
投
票
し
ま
し
ょ
う
。  

■
不
在
者
投
票

 

■
期
日
前
投
票

 

■
投
票
で
き
る
方

 

■
投
票
日
・
投
票
時
間

北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

 

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館

投票日は
3月25日（日）
投票日は
3月25日（日）

■北秋田市役所本庁舎
　時間：

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：

■北秋田市役所本庁舎
　時間：午前８時30分～午後８時

■合川庁舎、森吉庁舎、阿仁庁舎、
　前田公民館（前田出張所）
　時間：午前８時30分～午後７時

■いとく鷹巣ショッピングセンター
　時間：午前９時～午後７時

場所及び開設期間場所及び開設期間

平成30年３月19日（月）から
　　　　３月24日（土）まで

※期日前投票は、投票区を問わず、
　どの投票所でも投票できます。

期日前投票所期日前投票所

※期日前投票をされる方は、事前に枠内に
必要事項を記入し、ご来場ください

﹇
選
挙
期
間
中
、
北
秋
田
市
に
い
な
い
方
﹈

　
仕
事
や
旅
行
、
住
所
移
転
等
で
選
挙
期

間
中
に
北
秋
田
市
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、
滞
在
先
の
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
投
票
用
紙
は
北
秋
田
市
選
挙
管

理
委
員
会
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
用
紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

﹇
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
﹈

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
や
、
介

護
保
険
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
方
で
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
北
秋
田
市
の
不
在
者
投
票
所

　
北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
北
秋
田
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）

　
〈
時
間
〉 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
期
日
前
投
票
所
と
異
な
り
ま
す
。

　　
開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
８
時
30
分
か

ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
駐
車
場
が

狭
い
た
め
、
車
で
の
ご
来
場
は
で
き
る
だ

け
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

入場券裏面

せ
ん
き
ょ

一
票
に 

託
す
無
限
の 

郷
土
愛

一
票
に 

託
す
無
限
の 

郷
土
愛

一
票
に 

託
す
無
限
の 

郷
土
愛

一
票
に 

託
す
無
限
の 

郷
土
愛

北秋田市選挙管理委員会
北秋田市明るい選挙推進協議会
北秋田市選挙管理委員会

北秋田市明るい選挙推進協議会

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ

期日前投票は、投票区を問わず、どの投票所でも投票できます。

北秋田市議会議員一般選挙
【期日前投票ができる期間・時間】

３月19日（月）～３月24日（土） 
■市役所本庁舎　　　　　　　　　　　午前８時30分～午後８時
■合川・森吉・阿仁庁舎・前田公民館　　 午前８時30分～午後７時
■いとく鷹巣ショッピングセンター　　午前９時～午後７時

期日前・不在者投票宣誓書兼請求書
　私は、表記選挙の当日、次の理由に該当する見込みのため期日前・不在者投
票をいたしたく、以下の記載が真実であることを誓い、投票用紙を請求します。

氏　名

（自署）

北 秋 田 市
の 住 所
滞 在 先
の 住 所
連 絡 先
電 話 番 号

請 求 日

生 年 月 日

平成30年　　月　　日

明・大・昭・平　　年　月　日

北秋田市

理由（該当する番号を○で囲んでください。）
仕事・学業・地域行事の役員・本人又は親族の冠婚葬祭

投票区の区域外へ外出・旅行・滞在

病気・負傷・出産・身体障害等のため歩行困難

住所移転のため、他の市町村に居住

１

２

３

５

６

【お問合せ先】　〒018-3392　北秋田市花園町19番1号

　北秋田市選挙管理委員会　☎0186-62-6614（直通）

この欄に記入

天災又は悪天候により投票所に到達することが困難

　
　
　

＝
留
意
事
項
＝

■
12
月
18
日
以
降
に
北
秋
田
市
に
転
入

し
た
場
合
…

▽
12
月
18
日
以
降
に
北
秋
田
市
に
転
入

し
た
方
は
、
要
件
を
満
た
さ
な
い
の
で

投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
し
よ
う
と
す
る
日
に
17
歳
…

▽
期
日
前
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
日
に

満
18
歳
に
達
し
な
い
方
は
、
投
票
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
不
在
者
投
票
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
開
票
会
場
で
の
交
通
規
制
…

▽
投
票
箱
搬
入
の
た
め
、
午
後
７
時
30

分
ま
で
は
鷹
巣
体
育
館
に
一
般
車
両
の

駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

必読必読
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※　　の色の付いた投票所＝７時～ 18時

北秋田市議会議員一般選挙北秋田市議会議員一般選挙 投票所と時間投票所と時間

鷹巣第１

鷹巣第２

鷹巣第３

南 鷹 巣

栄

綴 子

田子ヶ沢

糠 沢

田 中

坊 沢

緑 ヶ 丘

今 泉

前 山

小 森

沢 口

七 日 市

葛 黒

上 杉

合川駅前

金 沢

鷹巣小学校

北秋田市民ふれあいプラザ
コムコム

北秋田市交流センター

舟場自治会館

サテライトステーションさかえ

綴子基幹集落センター

田子ヶ沢セリ集荷所

糠沢集落会館

田中総合センター

坊沢公民館

緑ヶ丘担い手センター

今泉交流センター

前山森林交流センター

小森自治会館

沢口林業センター

七日市基幹集落センター

葛黒林業センター

上杉あいターミナル

北秋田市合川庁舎

旧合川公民館金沢分館

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

木 戸 石

李 岱

摩 当

鎌 沢

米 内 沢

本 城

米内沢駅前

大 野 岱

浦 田

前 田

巻 渕

吉 田

銀山水無

荒 瀬

伏 影

根 子

比 立 内

中 村

木戸石児童館

合川農村環境改善センター
（合川公民館）

摩当活性化施設

鎌沢生活改善センター

森吉コミュニティセンター

本城コミュニティセンター

米内沢駅前自治会館

大沢会館

浦田交流センター

前田駅前自治会館

根森田コミュニティセンター

吉田自治会館

北秋田市阿仁庁舎

荒瀬地区コミュニティセンター

旧阿仁公民館伏影分館

根子児童館

阿仁農村環境改善センター

中村地区コミュニティセンター

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～19時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

７時～18時

大切な一票を投票しましょう！

投票区 投　票　所 投票所の
開閉時間投票区 投　票　所 投票所の

開閉時間

投票日は３月25日(日)

奨学金返還支援制度のお知らせ奨学金返還支援制度のお知らせ

北秋田市の助成制度北秋田市の助成制度
北秋田市に住民登録し、新たに奨学金等の返還が
開始となる方
平成27年４月１日以降、北秋田市に住民登録（前
１年以上、本市以外の住民であったこと）し、奨
学金を返還している45歳未満の方

◇
助
成
要
件
◇

１）

本市に居住しながら就労し、次の助成要件を満たす方が対象です。
※公務員及び独立行政法人の正規雇用者を除く

◇助成率　※助成期間は５年間◇

▽指定する国家資格取得者が当該資格に基づく業
務に従事する場合…２分の１（年上限20万円）

▽上記以外で就労する場合
　…３分の１（年上限13万3000円）

手続きの流れ

対象　 主に県内に就職する新卒者　
（民間企業に就職／新たに起業／農林水産業等に従事など）
　※公務員及び独立行政法人の正雇用者等を除く

☆既卒者（主に県外からの転入者）も助成の対象に！
　　「Ａターン者」の例
　　※次の２つの要件を満たす方が対象になります。
　　平成28年４月１日以降、県外から転入し、県内就職
　　転入時点で、県外居住実績が１年以上

助成率　　《一般分》年返還額の３分の２
　　　　　　　　　（上限額13万3000円）
　　《未来創生分　》年返還額の10分の10
　　　　　　　　　（上限額20万円）

【募集要項の入手先】
移住・定住促進課、各地域振興局、北秋田市総合政策課

【募集要項の電子ファイル入手先】
　秋田県就活情報サイト「KocchAke（こっちゃけ）!」

ハロー！ みな来い！

１）
２）

※未来創生分…県内の就労者のほぼ全員が
『一般分』に該当し、さらに特定業種認定
企業に就職して一定の要件を満たす場合は、
未来創生分の対象になります。

【お問い合わせ先・申請書類の提出先】
　秋田県移住・定住促進課
　　　　☎０１８‐８６０‐３７５１

助成期間　２～３年間
　　　　　（奨学金の貸与期間による）

※

北秋田市
への

移住定住
を応援！

北秋田市
への

移住定住
を応援！

　市では人口減少対策の一環として、奨学金の返還額の一部を助成し、
将来を担う若者の「きたあきた暮らし」を応援しています。

①交付申請書の提出（添付書類あり）　　《申請期間》 平成30年４月１日～平成31年３月31日まで
②返還完了報告書の提出（添付書類あり）
③請求書の提出　　　　　　　　　　　《提出期限》 毎年度３月31日まで
④個人情報等異動報告書の提出《随時》　※申請時点から個人情報、就労情報、返還方法等に異　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動が生じる場合に提出していただきます。

◎北秋田市と秋田県どちらの要件も満たす方については、希望に応じた受給方法の選択が可能です。
併用型…県の助成金（最大３年間）と市の助成金（最大５年）を３年間同時に受給したあとに市の残り
　　　２年を受給
連動型…県の助成金（最大３年間）受給終了後に市の助成金（最大５年）を受給

※併用型を選択された場合は、助成対象となる返還額から県の助成金を除いた額に対し、２分の１又は
　３分の１を助成することになります。

秋田県の助成制度秋田県の助成制度

　　　　総合政策課政策係 ☎62‐6606申問

２）
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国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
青
森
八
甲
田
が
、

２
月
10
日
に
青
森
市
の
ね
ぶ
た
の
家
ワ
・

ラ
ッ
セ
で
行
わ
れ
、
青
森
市
、
山
形
市
、

北
秋
田
市
の
市
長
ら
が
参
加
し
、
連
携
を

図
り
な
が
ら
樹
氷
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
は
、
世
界
的
な
絶

景
と
し
て
知
ら
れ
る
東
北
地
方
の
樹
氷
原

を
生
か
し
た
観
光
を
創
造
す
る
た
め
、
日

本
を
代
表
す
る
三
大
樹
氷
形
成
地
の
青
森

市
（
八
甲
田
連
峰
）、
山
形
市
（
蔵
王
山
）、

北
秋
田
市
（
森
吉
山
）
が
、
広
域
的
に
連

携
し
て
国
内
外
へ
広
く
情
報
発
信
し
、
東

北
地
方
の
良
さ
が
際
立
つ
魅
力
あ
る
観
光

地
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
開
催
し
て
お

り
、
今
回
で
２
回
目
。
こ
の
日
は
、
３
市

の
関
係
者
を
は
じ
め
、
台
湾
や
韓
国
な
ど

海
外
の
旅
行
業
者
約
１
２
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
「
樹

氷
を
活
用
し
た
冬
季
観
光
の
推
進
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
３
市
長
と
関
係
者
が
誘

客
活
動
や
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
当
市
か
ら
は
津
谷

市
長
と
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
森
吉
山
の
片
岡
信
幸
理
事
長
が
参

加
し
、
津
谷
市
長
は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

方
々
に
好
評
の
『
秋
田
内
陸
線
』
に
乗
っ

て
樹
氷
を
観
に
来
て
ほ
し
い
。
３
市
で
連

携
し
三
大
樹
氷
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
片
岡
理
事
長
は
「
案
内
人
の
会

に
よ
る
樹
氷
教
室
や
案
内
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
ス
キ
ー
場
で
の
秋
田
犬
と
の
ふ
れ

あ
い
が
好
評
で
あ
る
」
な
ど
と
森
吉
山
の

魅
力
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
津
谷
市
長
が
「
来
年
は

当
市
が
会
場
と
な
る
。
樹
氷
以
外
に
も
き

り
た
ん
ぽ
、
ど
ぶ
ろ
く
、
ジ
ビ
エ
な
ど
の

食
の
楽
し
み
も
用
意
し
て
、
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」
と

北
秋
田
市
で
の
再
会
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

国
際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
青
森
八
甲
田

◇
１
月
16
日
〜
２
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲世界に誇れる樹氷の国際ブランド化を
目指し３市で連携することを誓い合う

１
月
16
日（
火
）

17
日（
水
）

18
日（
木
）

19
日（
金
）

23
日（
火
）

24
日（
水
）

25
日（
木
）

26
日（
金
）

28
日（
日
）

30
日（
火
）

31
日（
水
）

２
月
1
日（
木
）

２
日（
金
）

５
日（
月
）

６
日（
火
）

７
日（
水
）

８
日（
木
）

10
日（
土
）

11
日（
日
）

13
日（
火
）

15
日（
木
）

魅
力
あ
る
冬
の
観
光
地
を
目
指
し
て

▽
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
合
川
地
区
自
治
会
長
会
総
会（
合
川
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
連
合
婦
人
会
新
春
研
修
会（
み
よ
し
）▽
北

秋
田
市
空
き
家
対
策
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
第
41
回
北
秋
田
市
商
工
会

女
性
部
新
春
交
流
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
館
能
代
空
港
圏
域
の
翼
ツ
ア
ー
〜
20
日（
東
京
都
）

▽
都
市
計
画
審
議
会（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
意
見
交

換
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
百
歳
を
迎
え
る
藤
嶋
イ
ヨ
氏
へ
の
祝
状
等
贈
呈（
藤
嶋
氏
宅
）▽
北

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
鷹
巣
阿
仁
地
域
保

健
医
療
福
祉
協
議
会（
北
秋
田
地
域
振
興
局
）

▽
都
市
計
画
審
議
会
答
申
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２

０
１
７
北
秋
田
市
実
行
委
員
会
第
３
回
総
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉・介
護
保
険
事
業
運
営
委
員
会
答
申
書
提
出（
本
庁
舎
）

▽
第
11
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式（
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
）

▽
秋
田
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
協
会
理
事
会（
本
庁
舎
）▽
阿
仁
診
療
所
建

設
に
係
る
住
民
説
明
会（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
秋
田
県
行
財
政
改
革
推
進
協
議
会（
秋
田
市
）

▽
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場 

立
崎
芙
由
子
選
手
へ
の
激
励
金
贈
呈

（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
青
果
物
生

産
者
大
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
平
成
30
年
２
月
定
例

会（
森
吉
庁
舎
）

▽
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
理
事
監
事
会（
秋
田
市
）

▽
新
屋
布
自
治
会
要
望
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
米
内
沢
・
前
田
財
産
区

任
命
書
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
２
月

定
例
会（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

▽
中
国
江
蘇
省
リ
ツ
陽
市
民
交
流
団
歓
迎
会（
縄
文
の
湯
）

▽
米
内
沢
北
都
会
講
演
会（
阿
仁
川
あ
ゆ
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
24
回
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー（
大
太
鼓
の
館
前
）▽
国

際
樹
氷
サ
ミ
ッ
ト
青
森
八
甲
田（
青
森
市
）

▽
水
泳
連
盟
秋
田
県
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
交
流
記
録
会
開
会
式（
市
民

プ
ー
ル
）▽
第
40
回
北
秋
田
市「
建
国
記
念
の
日
」を
祝
う
会（
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
大
館
・
北
秋
田
地
区
自
衛
隊
入
隊
・
入
校
予
定

者
激
励
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
新
舟
見
町
自
治
会
雪
灯
り
で
あ
そ

ぼ
う（
旧
北
星
ボ
ウ
ル
駐
車
場
）

▽
北
秋
田
市
議
会 

３
月
定
例
会 

初
日（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会 

３
月
定
例
会 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

 

平
昌
冬
季
五
輪
日
本
代
表
　
立
崎
芙
由
子
選
手

平
昌
冬
季
五
輪
日
本
代
表
　
立
崎
芙
由
子
選
手

　

第
23
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会（
２
０
１
８
・
平
昌
）が
２
月

９
日
か
ら
25
日
ま
で
開
か
れ
、
北
秋
田
市
出
身
で
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

の
立
崎
芙
由
子
選
手（
29
）＝
自
衛
隊
・
米
内
沢
高
出
＝
が
出
場
し
ま
し
た
。

３
大
会
連
続
で
の
五
輪
出
場
を
果
た
し
た
立
崎
選
手
は
、
世
界
の
強
豪

を
相
手
に
奮
闘
し
、
市
民
に
明
る
い
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

■
奮
闘
し
た
立
崎
選
手

      

各
種
目
で
熱
戦
を
展
開　

　
立
崎
選
手
は
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト

と
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
、
15
キ
ロ
個
人
、

リ
レ
ー
の
４
種
目
に
出
場
し
、
会
場
の
気

温
が
氷
点
下
10
度
以
下
に
な
る
厳
し
い
寒

さ
の
な
か
、
乾
い
た
雪
面
や
風
向
き
の
変

化
に
苦
し
み
な
が
ら
も
力
走
し
ま
し
た
。

　
10
日
の
７
・
５
キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト
で
は
、

ト
ッ
プ
と
２
分
13
秒
５
差
の
23
分
19
秒
７

で
42
位
と
な
り
、
60
位
以
内
に
与
え
ら
れ

る
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
12
日
の
10
キ
ロ
パ
シ
ュ
ー
ト
で
は
、
計

20
発
の
射
撃
で
７
発
外
し
、
ミ
ス
１
発
に

つ
き
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

走
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
響
き
、
ト
ッ
プ

と
６
分
32
秒
６
差
の
37
分
７
秒
９
で
56
位

と
な
り
ま
し
た
。

　
15
日
の
15
キ
ロ
個
人
で
は
、
76
位
と
な

り
、
22
日
の
女
子
リ
レ
ー
で
は
、
第
１
走

と
し
て
一
時
は
２
位
に
つ
け
る
奮
闘
を
見

せ
ま
し
た
が
、
17
位
で
３
度
目
の
五
輪
を

終
え
ま
し
た
。

　
■
ふ
る
さ
と
か
ら
の

      

熱
い
応
援
を
平
昌
へ

　
立
崎
選
手
の
地
元
合
川
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
た
競
技
の
模
様
を
観
戦
す
る

応
援
会
が
合
川
公
民
館
で
開
か
れ
、
平
昌

に
向
け
て
大
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
10
日
に
行
わ
れ
た
７
・
５

キ
ロ
ス
プ
リ
ン
ト
で
は
、
競
技
終
了
後
、

立
崎
選
手
か
ら
兄
の
鈴
木
豊
さ
ん
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
応
援
会
へ
の
謝
意
を
伝

え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
披
露
さ
れ
る
と
、

会
場
か
ら
は
「
よ
く
や
っ
た
」「
次
も
頑

張
れ
」
と
激
励
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

▲7.5キロスプリントで力走する立崎選手（２月10日）▲10キロパシュートでスタートする立崎選手（２月12日）

市
民
の
応
援
受
け
力
走

市
民
の
応
援
受
け
力
走

競  技  結  果
■バイアスロン（女子）
　立崎芙由子選手
　▽7.5キロスプリント　 42位
　▽10キロパシュート　　56位
　▽15キロ個人　　　　　76位
　▽24キロリレー(６km×４人）
　　　　　　　　　　　　17位
　　（立崎芙由子、古谷沙理、
　　　三橋李奈、田中友理恵）

▲立崎選手に声援を送る市民（合川公民館）



市内のいろいろな出来事を紹介します

ちいき
の
話題
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消防功労の市民に感謝状
消防功労感謝状贈呈式

　北秋田市消防本部は２月12日、今年１月に米内沢
字伊勢ノ森地内で発生した住宅火災を早期発見し、
初期消火にあたって被害の拡大を防いだ簾内正行さ
ん（54歳・松山町）と佐藤潤一さん（38歳・松山町）
に感謝状を贈り、防火への貢献をたたえました。
　贈呈式では、中嶋誠消防長から２人に感謝状が手
渡され、火災発見者の簾内さんは「佐藤さんらの協
力があり大事にならず良かった」、初期消火者の佐
藤さんは「子どもの頃から知っている家。大きな被
害にならなくてほっとした」などと話しました。

消防
功労

冬の空港に親しむ
第19回 大館能代空港かまくらんど

　「第19回大館能代空港かまくらんど」が、２月12
日に同空港ターミナルビルとその周辺で開催され、
大勢の家族連れでにぎわいました。
　駐車場には大型のかまくらや人気キャラクターの
雪像４基が展示されたほか、長さ約30メートルの巨
大そりコースが造成され、子どもたちがタイヤ
チューブで滑ったり、雪像の前で記念写真を撮るな
ど、雪国ならではの遊びを楽しんでいました。
　このほか、餅つき大会やロビーコンサート、第87
回大空市なども行われ、イベントを盛り上げました。

空港
行事

地域の味求めにぎわう
第24回もちっこ市

　第24回もちっこ市が、２月10日と11日に大太鼓
の館駐車場で行われ、手作りの餅や各種特産品など
を買い求める大勢の人でにぎわいました。
　会場では、おしるこが無料で振る舞われたほか、
約20店が出店し、北あきたバター餅や枝餅、干し餅、
切餅、大福餅といった趣向を凝らした手作りの餅を
はじめ、いぶりがっこや白菜漬けなどの漬物類、馬
肉の煮込みや総菜など地元の特産品がズラリと並べ
られ、市内外から訪れた大勢の人たちが目当ての商
品を探しながら買い求めていました。

地域
行事

今年は「平年作ならず」
雪中稲刈り・作占い

　小正月に行われる民俗行事「雪中田植え」の稲刈
りが、２月１日に大太鼓の館前で行われ、今年の稲
作の豊凶を占いました。
　占いは、刈り取った稲の倒れ方や実の入り方など
で今年の作柄を占います。ＪＡ鷹巣町青年部の小坂
亮太さんが、農業関係者らが見守る中、稲の束を一
株ごと慎重に刈り取り、ＪＡ鷹巣町稲作部会長の畠
山喜久雄さんによって見立てが行われました。畠山
さんは、実った稲穂が垂れるような姿の束が少なく
「残念ながら今年は平年作にはならず」と占いました。

地域
行事

黒留袖に丸まげ姿で行進
各地区で厄払い行事

　恒例の厄払い行事が、２月１日に市内各地区の神
社等で行われ、この１年の無病息災を祈願しました。
　このうち鷹巣神社では、大厄にあたる数えで33歳
の女性が、昔ながらの黒留袖に丸まげ姿で祈願する
風習が受け継がれています。
　鷹巣神社で祈とうを済ませた女性たちは、通称「女
の神様」として知られる元町の三吉神社にも参拝。
このあと、中心商店街のにぎわい創出に一役買おう
と、正装姿のままで鷹巣駅前の目抜き通りを行進し、
商店や道行く人たちから注目を浴びていました。

地域
行事

文化財保護の意識高める
文化財防火デー火災想定訓練

　文化財防火デーに伴う火災想定訓練が、１月28日
に阿仁伝承館・異人館（阿仁銀山）で行われ、地域
の文化財を守るための消防訓練に取り組みました。
　訓練は、震度６強の地震が発生し、伝承館の照明
器具が倒れて出火したとの想定で実施されました。
　この日は、消防署や消防団、下新町自治会などか
ら約60人が参加。ポンプ車や救急車両も出動し、参
加者は、消火器やバケツリレーなどによる初期消火
訓練を行ったほか、外国人を含む来館者の避難誘導
や文化財持ち出しの手順を確認し合いました。

防災
訓練

粘り強く点数を伸ばして
合格祈願バター餅贈呈式

　高校受験を間近に控えた１月19日、市内５中学校
の３年生196人に日本バター餅協会（村井松悦会長）
から鷹巣神社で祈とうを済ませた「点が伸びる合格
祈願バター餅」が贈られました。
　このバター餅は、桜の花びらの中に「点」という
文字をあしらったオリジナルの包装紙に入っており、
受験生一人一人の点数が伸びるよう願いを込め、贈
呈しているものです。
　この日は、バター餅が市内５中学校へ届けられ、
受験生は合格に向けて気持ちを新たにしました。

合格
祈願

　



学びの広場

～ 地域で学び、活動する皆さんを応援します ～～ 地域で学び、活動する皆さんを応援します ～
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ

学びの広場学びの広場
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「期間限定」の子育てを笑顔で楽しもう「期間限定」の子育てを笑顔で楽しもう「期間限定」の子育てを笑顔で楽しもう

　▲親子で楽しんだ絵本ライブ

　父親の育児支援などに取り組む、ＮＰＯ法人ファ
ザーリングジャパン代表の安藤哲也さんによる「絵
本ライブ＆講演会」が１月20日に市民ふれあいプ
ラザで行われました。
　このイベントは、子育て中の親の学びや育ちを応
援するため今年度新たに立ち上げた「北秋田市家庭
教育支援チーム」が初めて主催したものです。
　絵本ライブでは、３児のパパでもある安藤さんが
13冊の読み聞かせを行いました。ギターの弾き語
りと歌と一緒に「三びきのやぎのがらがらどん」が

始まると、会場の皆さんは手拍子をしながら楽しそ
うに聞き入っていました。

郷土の偉人「畠山義郎」を知る郷土の偉人「畠山義郎」を知る郷土の偉人「畠山義郎」を知る郷土の偉人「畠山義郎」を知る

　合川公民館公開講座「第157回合川ろばた講座」
が１月23日に合川公民館で行われ、約50人が参加
しました。
　この講座は、昨年行った「郷土の偉人 畠山義郎
を語り継ぐ」の第２弾として、講師に安部綱江さん、
関源一さんを迎え、開催したものです。
　講座では、畠山氏の秘蔵写真をもとに、氏の旧合
川町長としての10期40年を振り返り、県や国より
先駆けて行った施策やその手法などについて語られ
ました。また、参加者からは、氏の人柄を感じるエ 　▲参加者が涙を流す一幕もあった「ろばた講座」

ピソードや思い出話が紹介され、心温まる講座とな
りました。

心と心をつなぐもの心と心をつなぐもの心と心をつなぐもの心と心をつなぐもの

　Ｇちゃんサミットパート６～架け橋編が、２月
10日に市民ふれあいプラザで行われ、多くの参加
者が地域・観光資源を活用した交流や仲間作りにつ
いて考え理解を深めました。
　基調講演では、秋田内陸縦貫鉄道代表取締役社長
の吉田裕幸氏が『秋田内陸線と沿線地域の未来を創
る！』と題し、「鷹巣・角館間の94.２キロにある文
化や森吉山などの自然資源を活かし、内陸線の利用
促進につなげたい」と沿線の可能性について語りま
した。また、ふれあいトークでは、能代河川国道事 　▲国立市での活動を紹介する川島操さん（中央）

務所の坂憲浩所長をコメンテーターに地域の活性化
ついて活発な意見が交わされました。

～安藤パパの絵本ライブ＆講演会～

～合川公民館「ろばた講座」～

～“Ｇちゃん”サミットin北秋田市パート６～

■
斎
藤 

洋　

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

３
月
17
日（
土
）　

13
時
30
分
〜

会
場　

浜
辺
の
歌
音
楽
館

入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
下
５
０
０
円

日
時　

３
月
11
日（
日
）　

14
時
〜

会
場　

浜
辺
の
歌
音
楽
館
／
入
場
無
料

出
演　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　

Ｍ・
Ｍ・
Ｃ

■
郷
土
の
料
理
教
室

日
時　

３
月
26
日（
月
）　

10
時
〜
15
時

会
場　

森
吉
公
民
館　
定
員　

先
着
30
人

講
師　

北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員

参
加
費　

無
料　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

対
象　

当
市
と
上
小
阿
仁
村
の
小
中
学
生

申
込
締
切　

３
月
16
日（
金
）

■
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
講
座

　
真
っ
白
な
器
に
切
り
貼
り
し
た
転
写
紙
を

焼
付
け
、
自
分
だ
け
の
食
器
を
作
り
ま
す
。

日
時　

３
月
16
日（
金
）　

13
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館　

定
員　

先
着
15
人

講
師　

創
作
厨
房 

智　

松
岡 

智
子
さ
ん

参
加
費　

１
２
０
０
円（
材
料
代
）

申
込
締
切　

３
月
８
日（
木
）

■
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

日
時　

３
月
15
日（
木
）　

13
時
30
分
〜

会
場　
合
川
公
民
館　

定
員　

先
着
15
人

講
師　

堀
井　

美
麻
祇
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円（
材
料
代
）

申
込
締
切　

３
月
８
日（
木
）

■
コ
ー
ヒ
ー
講
座

日
時　

３
月
23
日（
金
）　

13
時
30
分
〜

会
場　
合
川
公
民
館　

定
員　

先
着
20
人

講
師　

三
浦　

功
輝
さ
ん

参
加
費　

１
６
２
０
円

申
込
締
切　

３
月
14
日（
水
）

■
希
人　

土
濃
塚
イ
マ
の
功
績
か
ら
学
ぶ

　

〜
類
希
な
る
偉
大
な
婦
人
指
導
者

日
時　

３
月
20
日（
火
）　

13
時
30
分
〜

会
場　
合
川
公
民
館
／
入
場
無
料

講
師　

金
田　

京
子
さ
ん

浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

が
ん
ば
ん

む
か
い
さ
ま
だ

浜
辺
の
歌
音
楽
館
第
93
回
演
奏
会

文
化
係  

☎
62‐

６
６
１
８

申
問

浜
辺
の
歌
音
楽
館  

☎
72‐

３
０
１
４

申
問

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
文
化
係

　

今
回
は
縄
文
人
の
精
神
活
動
に
係
る

道
具
の
ひ
と
つ
、
岩
版
を
紹
介
し
ま
す
。

　

岩
版
は
、
大
き
さ
（
長
さ
）
が
20
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
程
度
の
扁

平
な
板
状
、
楕
円
形
で
、
多
く
は
凝
灰

岩
な
ど
軟
ら
か
い
石
を
削
り
磨
い
て
扁

平
に
形
を
整
え
、
渦
巻
や
曲
線
、
円
形

状
の
文
様
を
彫
り
込
ん
だ
も
の
で
す
。

　

写
真
は
長
さ
６
・
２
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幅
５
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚

さ
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、

上
縁
が
や
や
狭
く
、
両
側
縁
が
外
側
に

湾
曲
し
た
扁
平
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

　

表
面
に
は
細
長
い
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

の
「
Ｃ
」
字
状
の
刻
線
を
組
み
合
わ
せ

た
入
組
曲
線
を

上
側
に
ひ
と
つ
、

下
側
に
左
右
対

称
に
二
つ
配
置

し
、
曲
線
間
の

空
い
た
隙
間
に
三
角
形
の
三
叉
文
を
彫

り
込
ん
で
、
左
右
対
称
な
模
様
を
描
い

て
い
ま
す
。
こ
の
刻
線
を
見
る
と
、
人

体
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
、
前
回
紹
介

の
Ｘ
字
形
土
偶
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

裏
面
は
上
側
に
表
面
と
同
じ
様
に
Ｃ

字
状
の
入
組
曲
線
を
ひ
と
つ
配
置
し
、

下
側
に
は
横
倒
し
の
「
Ｓ
」
字
状
の
刻

線
二
本
を
組
み
合
わ
せ
た
入
組
曲
線
、

渦
巻
、
同
心
円
を
彫
り
込
ん
で
い
ま
す
。

曲
線
間
の
空
間

は
表
面
と
同
様

で
す
。
表
面
と

違
い
、
左
右
対

称
の
構
図
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
対
称
」
と
「
非

対
称
」
の
図
柄
に
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
側
縁

に
は
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
の
よ
う
な
鋸
歯
文

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
左
側
だ
け
は

空
間
部
分
に
三
角
形
の
三
叉
文
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
刻
線
の
部
分
に

は
赤
彩
さ
れ
た
痕
跡
が
残
っ
て
お
り
、

全
体
も
し
く
は
刻
線
部
分
の
み
赤
く
塗

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
縄
文
時
代
晩
期
の
今
か
ら
約
３
０

０
０
年
前
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

岩
版
は
土
偶
等
と
変
ら
な
い
表
現
、

故
意
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
変
ら
ぬ
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
代
の
お
守

り
の
よ
う
に
小
袋
な
ど
に
入
れ
護
符
と

し
て
携
帯
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

　
「
縄
文
時
代
編
」 

○
岩
版
（
向
様
田
Ａ
遺
跡
）

さ
ん
さ
も
ん ぎ

ょ
う
か
い

き
ょ
し
も
ん

が
ん

合
川
公
民
館
短
期
講
座

合
川
公
民
館
「
第
１
５
９
回
ろ
ば
た
講
座
」

み
そ
ぎ

ま
れ
び
と

北
秋
地
区
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会 

「
大
人
と
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

裏面裏面裏面

表面表面表面

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

生
涯
学
習
係  

☎
62‐

１
１
３
０

申
問
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（お問い合わせ）　総務課危機管理係　☎６２‐６６０２

貸与の対象

「北秋田市防災ラジオ」「北秋田市防災ラジオ」
一般家庭・事業所への無償貸与の申込受付を始めます一般家庭・事業所への無償貸与の申込受付を始めます

　防災ラジオは、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急地震速報、国民保護情報や災害時に
おける緊急情報のほか、平常時には、市からのお知らせを市民の皆さまへ直接伝えるためのラジオです。
　大雨や台風などの荒天時でも室内で防災ラジオを聞くことができ、災害などの緊急時には避難情報な
ど、市民の皆さまへ適切な防災情報をより確実に伝達するための「防災ラジオ」を無償で貸与します。
　市内全世帯への普及を図るため、この機会にぜひお申込みください。

〇全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは
　国（総務省消防庁）が発信する緊急地震速報や弾道ミサイル情報など、対処に時間的余裕のない事態
に関する緊急情報を、市町村の同報系無線システムを自動起動させることにより、瞬時に住民の皆さん
にお伝えするシステムです。

①市内に住所を有しており、かつ、居住している世帯の世帯主
②市内に住所を有する事業所（住居と一体となった事業所は除く）
※次の地区は、電波が弱いため貸与の対象外となりますので、当面の間、現在利用している戸別受信機
　をご使用いただくことになります。
《貸与対象外地区》　
　阿仁幸屋、阿仁幸屋渡、阿仁比立内、阿仁長畑、阿仁戸鳥内、阿仁中村、阿仁打当

１世帯及び１事業所あたり１台（無償貸与）
▽世帯分離をしていても同じ建物に居住している場合、貸与台数は１台となります。
▽住居と一体となった事業所等の場合、貸与台数は１台となります。

　　　　　　　　　４月20日（金）まで

平成30年12月以降
※配布時期が決まり次第、市広報等でお知らせします。

貸与の台数

配布時期（予定）

①自治会・町内会に加入している世帯
　⇒ ３月中旬以降に自治会・町内会を通じて、貸与申請者名簿の取りまとめを行う予定です。

②自治会・町内会に加入していない世帯
　⇒ 総務課危機管理係又は各総合窓口センターまで、申請用紙を提出してください。
③事業所
　⇒ 総務課危機管理係又は各総合窓口センターまで、申請用紙を提出してください。

　 ※②、③の申請用紙は、最寄りの窓口（総務課危機管理係又は各総合窓口センター）に備え付けてい
　　 ます。また、市ホームページからダウンロードできます。

　 ※聴覚障害を理由として、身体障害者手帳の交付を受けている方の属する世帯は、文字表示機能付
　　き防災ラジオを申請することができます。

▽緊急放送の場合、ラジオを聞いていない状態でも自動的に電源が入り放送が流れます。
▽聞き直し機能がありますので、最後に受信した放送を繰り返し聞くことができます。
▽放送内容が、防災ラジオから音声合成で流れます。
▽AM・FMラジオとしてもご利用いただけます。（注：受信環境はこれまでと同じです。）

◎緊急放送
【国からの情報】　Ｊアラートによる弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、大
　　　　　　　　規模テロ情報、緊急地震速報、気象などの特別警報
【市からの情報】　避難に関する情報（避難勧告、避難指示など）、緊急性の高い情報
※国民保護情報、緊急地震速報、避難勧告など、緊急を要する情報は、大音量と赤ランプでお知らせし
　ます。
◎一般放送　　市からのお知らせ
◎訓練放送　　全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による情報伝達訓練など

▽防災ラジオは、市からの貸与品となりますので、大切にお取扱いください。
▽電源は、ACアダプタ及び乾電池（単３形アルカリ乾電池３本）を使用します。
▽防災ラジオの維持管理（電気代や乾電池など）に係る経費は、各自の負担となります。
▽防災ラジオは、１台ごとに配布先を管理していますので、他の人への譲渡、貸与又は担保に供するな   
　どの行為はしないでください。
▽防災ラジオの故障の原因が、貸与を受けた方の過失が原因と認められる場合は、修理代をご負担いた
　だくことがあります。
▽貸与申請内容に変更が生じたときは、変更の届出をしていただきます。（世帯名、住所など）
▽事業所の廃止や、転出等で世帯全員が市からいなくなった場合、防災ラジオは返還願います。

申込方法

申込期間

防災ラジオの放送内容

注意事項

防災ラジオの機能

（イメージ）寸法（本体のみ）幅18㎝、
高さ11㎝、奥行き4.15㎝、重量 約515g
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第
11
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
11
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

熱
い
声
援
を
受
け
全
力
で
滑
り
抜
く

《距離競技》　小学校６年女子《距離競技》　小学校６年女子

小
学
校
２
年
男
子

１
位

小
学
校
３
年
男
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
４
年
男
子

１
位

小
学
校
６
年
男
子

１
位

２
位

小
学
校
１
年
以
下
女
子

１
位

２
位

小
学
校
２
年
女
子

１
位

小
学
校
３
年
女
子

１
位

小
学
校
４
年
女
子

１
位

２
位

小
学
校
５
年
女
子

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
女
子

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子
・
青
年

１
位

一
般
男
子
・
成
年

１
位

２
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
１
部

１
位

２
位

３
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
３
部

１
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
４
部

１
位

２
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
５
部

１
位

２
位

３
位

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

１
位

増
田
渓
人

髙
橋
樹
生

金
澤
岳
和

宍
戸
壮
亮

畠
山
知
香
人

髙
橋
乙
矢

成
田
瑛
志

髙
坂
利
枝

大
友
優
稀

柴
田
愛
梨

髙
坂
真
美

岩
谷
香
帆

小
笠
原
百
花

岩
谷
百
花

髙
坂
優
理

野
崎
寧
音

柴
田
栞
奈

岸
野
陽
香

佐
藤
芭
奈

シ
ョ
ー
ン
・

コ
リ
ガ
ン

佐
藤
洋
平

近
藤　

航

鷹
巣
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
小

南
鷹
巣
保

前
田
小

鷹
巣
小

鷹
巣
東
小

鷹
巣
東
小

綴
子
小

鷹
巣
小

鷹
巣
小

前
田
小

鷹
巣
小

鷹
巣
中
央
小

東
横
町

七
日
市

脇
神

岩
谷　

学

佐
藤　

浩

三
沢
諭
司

吉
田
行
雄

戸
嶋
末
吉

武
田
幹
夫

成
田
金
正

中
嶋
市
郎

野
呂
久
雄

戸
嶋
末
吉

栄脇
神

綴
子

鷹
巣

坊
沢

今
泉

今
泉

中
屋
敷

前
山

坊
沢

佐
藤
奎
斗

伊
藤
啓
汰

梅
井
冴
太
朗

北
林
寿
人

吉
田
充
輝

堀
田
敦
生

澤
藤
大
和

藤
本
伊
吹

土
佐
倫
太
郎

成
田
和
磨

堀
部
剛
生

西
根
直
哉

松
橋
新
太

松
浦
鷹
祐

藤
本
孝
輔

田
中
佑
空

藤
本　

穂

加
賀
谷
玲
來

畠
山
彩
星

佐
藤
花
穏

伊
藤
千
花

小
学
校
１
年
以
下
男
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
２
年
男
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

小
学
校
３
年
男
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

小
学
校
４
年
男
子
（
１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
５
年
男
子
（
３
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
男
子
（
３
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
１
年
以
下
女
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

小
学
校
２
年
女
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

小
学
校
３
年
女
子
（
０
・
５
㎞
）

１
位

２
位

３
位

南
鷹
巣
保

大
阿
仁
小

阿
仁
合
小

米
内
沢
小

合
川
小

鷹
巣
小

合
川
小

鷹
巣
小

前
田
小

米
内
沢
小

合
川
小

阿
仁
合
小

大
阿
仁
小

前
田
小

鷹
巣
小

合
川
小

し
ゃ
ろ
ー
む

前
田
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

綴
子
小

小
学
校
４
年
女
子
（
１
・
０
㎞
）

１
位

小
学
校
５
年
女
子
（
２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
６
年
女
子
（
２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

中
学
校
女
子
（
３
・
０
㎞
）

１
位

一
般
男
子
・
ベ
テ
ラ
ン
５
部
（
１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

小
学
校
男
子
リ
レ
ー
（
４
人×

２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

小
学
校
女
子
リ
レ
ー
（
３
人×

２
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

一
般
リ
レ
ー
（
５
人×

１
・
０
㎞
）

１
位

２
位

３
位

藤
嶋
理
美

庄
司
優
花

中
村
咲
愛

佐
藤
由
良

近
藤
柚
葉

畠
山
夢
月

金
田
花
音

佐
藤
美
柚

出
川
吉
弘

伊
藤
一
男

合
川
・
阿
仁
・
大
阿
仁
連
合

も
り
よ
し
チ
ー
ム
A

も
り
よ
し
チ
ー
ム
B

鷹
巣
中
央
小

前
田
・
鷹
巣
連
合

合
川
S
R
C

わ
ん
こ
ス
タ
ー

子
っ
こ
大
人
っ
こ
鷹
っ
こ

高
橋
文
雄
w
i
t
h
爺

鷹
巣
小

前
田
小

合
川
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

鷹
巣
中
央
小

合
川
小

鷹
巣
南
中

綴
子

幸
屋
渡

距 離 競 技距 離 競 技

大回転競技大回転競技

北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会

第
11
回

第
11
回

　
第
11
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
、

１
月
28
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
、
距
離
と
大
回
転
の
２
競
技
に

市
内
全
域
の
保
育
園
児
か
ら
大
人
ま
で

１
１
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の
津
谷
市

長
を
は
じ
め
、
来
賓
を
代
表
し
て
北
秋

田
市
議
会
の
松
尾
秀
一
議
長
と
北
秋
田

市
体
育
協
会
の
成
田
昭
夫
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
綴
子
小
５
年
の

岩
谷
百
花
さ
ん
が
「
忙
し
い
中
支
え
て

く
れ
る
指
導
者
を
始
め
、
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
、

一
緒
に
練
習
し
て
い
る
大
切
な
友
達
と

と
も
に
最
後
ま
で
諦
め
ず
滑
り
抜
く
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
選
手
宣
誓

を
し
ま
し
た
。

　
大
回
転
競
技
は
、
種
目
に
よ
り
第
１

と
第
２
の
２
箇
所
の
ス
タ
ー
ト
位
置
を

設
定
し
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
出

走
し
た
選
手
は
、
コ
ン
マ
一
秒
で
も
タ

イ
ム
を
縮
め
よ
う
と
果
敢
に
ポ
ー
ル
を

攻
め
、
自
己
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
目
指

し
て
滑
走
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
距
離
競
技
は
、
種
目
に
よ
り

０
・
５
㎞
か
ら
３
㎞
の
コ
ー
ス
で
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
脇
の
父
母

や
仲
間
た
ち
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
、
そ
の
声
援
を
受
け
て
選
手
た
ち

は
、
力
強
く
雪
を
け
り
、
ス
ピ
ー
ド
感

あ
ふ
れ
る
レ
ー
ス
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

上
位
入
賞
者

上
位
入
賞
者

《大回転競技》　小学校２年男子《大回転競技》　小学校２年男子

《距離競技》　小学校５年男子《距離競技》　小学校５年男子

《距離競技》　小学校５年女子《距離競技》　小学校５年女子 《大回転競技》　一般男子《大回転競技》　一般男子

《大回転競技》　小学校５年女子《大回転競技》　小学校５年女子

選手宣誓をする岩谷さん選手宣誓をする岩谷さん選手たちの頑張りを称えた表彰式選手たちの頑張りを称えた表彰式
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で
納
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
平
成
30
年
度
よ
り
前
に
印
刷
さ
れ
た
納

付
書
は
、コ
ン
ビ
ニ
で
利
用
で
き
ま
す
か
？

Ａ
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
金
融
機
関
や
市
役

所
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
郵

便
局
で
納
付
で
き
ま
す
か
？

Ａ
東
北
６
県
の
郵
便
局
で
納
付
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は

郵
便
局
で
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
固
定
資
産
税
の
第
１
期
を
納
め
る
つ
も

り
が
、
第
２
期
の
納
付
書
で
納
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ
第
２
期
の
納
付
書
を
使
っ
た
場
合
は
、

第
２
期
と
し
て
収
納
さ
れ
ま
す
。
改
め
て

第
１
期
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

Ｑ
納
付
書
の
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す
か
？

Ａ
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
納
期
限
を
過
ぎ
た

場
合
に
は
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
金
融
機
関
や

市
役
所
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
納
税
証
明
書
が
欲
し
い
の
で
す
が
？

Ａ
領
収
印
押
印
済
の
領
収
書
を
市
役
所
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
軽
自
動
車
税
の
納
付

書
に
添
付
し
て
い
る
「
車
検
用
納
税
証
明

書
」
は
領
収
印
押
印
済
の
も
の
が
そ
の
ま

ま
利
用
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
き
る
も
の

　
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
納
付
書
か
ど

う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
書
表
面

に
は
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
、
裏
面
の

納
付
場
所
に
コ
ン
ビ
ニ
の
店
舗
名
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

①
納
付
さ
れ
る
納
付
書
を
コ
ン
ビ
ニ
の
レ

ジ
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
店
員
が
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
金
額
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
金
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
領
収
書
と
レ
シ
ー
ト
を
受
け
取
り
、
大

切
に
保
管
（
５
年
間
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
・
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、

　
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

　
税
務
課
収
納
係
☎
62‐

１
１
１
５

▼
介
護
保
険
料

　
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
☎
62‐

１
１
１
２

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
市
民
課
国
保
年
金
係
☎
62‐

１
１
１
８

▼
保
育
所
保
育
料

　
福
祉
課
こ
ど
も
福
祉
係
☎
62‐

６
６
３
８

▼
市
営
住
宅
使
用
料
等

　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
住
宅
係

　
☎
72‐

５
２
４
６

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
☎
62‐

１
１
３
０

▼
き
た
あ
き
た
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
総
合
政
策
課
政
策
係
☎
62‐

６
６
０
６

４
月
か
ら

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
始
ま
り
ま
す

４
月
か
ら

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
始
ま
り
ま
す

　
市
税
や
介
護
保
険
料
な
ど
の
納
付
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
市
役
所
や
金
融
機
関
の

窓
口
払
い
、ま
た
は
口
座
振
替
で
し
た
が
、４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
以

下
コ
ン
ビ
ニ
）
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
コ
ン
ビ
ニ
な
ら
全
国
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
の
営
業
時

間
内
な
ら
、
い
つ
で
も
納
付
可
能
で
す
。
仕
事
や
用
事
で
忙
し
い
方
は
、
大
変
便

利
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
市
・
県
民
税
」「
軽
自
動
車
税
」「
固
定

資
産
税
」「
国
民
健
康
保
険
税
」「
介
護
保

険
料
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」「
保

育
所
保
育
料
」「
市
営
住
宅（
使
用
料
・
駐
車

場
使
用
料
・
共
益
費
）」「
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
保
育
料
」「
き
た
あ
き
た
ふ
る
さ
と
寄
附

金
」
で
す
。

　
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
デ

イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
サ
ン
ク
ス

Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
際
に
、
手
数
料

は
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
時
間
帯
は
い

つ
で
す
か
？

Ａ
コ
ン
ビ
ニ
の
営
業
時
間
内
な
ら
、
い
つ

で
も
納
付
可
能
で
す
。。

Ｑ
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
商
品
券
で
納
付

で
き
ま
す
か
？

Ａ
現
金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
付
書

は
、
コ
ン
ビ
ニ
以
外
で
は
使
え
な
い
の
で

す
か
？

Ａ
こ
れ
ま
で
通
り
金
融
機
関
な
ど
で
も
納

付
で
き
ま
す
。
な
お
、
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
て
い
な
い
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ

利
用
で
き
る

　

市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
店
舗

コ
ン
ビ
ニ
納
付
Ｑ
＆
Ａ

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
方
法

お
問
い
合
わ
せ
先

　
今
年
度
も
終
わ
り
が
近
づ
き
、
年

度
末
の
整
理
や
新
年
度
へ
の
準
備
で

忙
し
く
も
、
春
が
待
ち
遠
し
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
年
度
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
新
し
い
ク
リ
ー
ン
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
が
１
月
か
ら
試

運
転
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
よ

い
よ
４
月
か
ら
本
稼
働
と
な
り
ま

す
。
見
学
ル
ー
ト
や
ビ
デ
オ
な
ど
に

よ
る
環
境
学
習
も
充
実
し
た
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

　
新
し
い
施
設
の
特
徴
の
ひ
と
つ

に
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
利
用
が

あ
り
ま
す
。
ご
み
を
燃
や
し
た
時
に

発
生
す
る
熱
を
、
給
湯
や
暖
房
用
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。
ご
み
を
出
さ
な
い
こ

と
が
最
も
有
効
な
資
源
循
環
で
す

が
、
ご
み
に
な
っ
た
後
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
有
効

な
資
源
循
環
と
い
え
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
を

高
め
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般

家
庭
向
け
に
も
発
展
し
て
き
て
い
ま

す
。
家
庭
用
の
太
陽
光
発
電
や
コ

環　境
コラム
環　境
コラム
第12回

新
設
！
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー�

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
進
歩
し
続
け
る

新
設
！
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー�

　
環
境
へ
の
取
り
組
み
は
進
歩
し
続
け
る

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

家
庭
用
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な

ど
、
家
庭
で
電
気
を
発
電
し
、
発
電

し
た
電
気
は
電
化
製
品
に
、
発
電
時

に
発
生
し
た
熱
は
暖
房
や
給
湯
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
循
環
の
面
で
非
常
に
優
れ

た
技
術
で
す
。

　
環
境
問
題
が
国
際
規
模
と
な
り
、

日
本
に
お
い
て
も
二
酸
化
炭
素
削
減

目
標
な
ど
を
定
め
て
い
る
今
、
こ
う

し
た
技
術
や
対
策
は
日
々
進
歩
し
て

い
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
行
政
は
、
そ

れ
を
活
用
し
、
周
知
・
啓
発
し
、
環

境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
こ
と
を

受
け
入
れ
、
活
用
し
て
、
自
ら
が
で

き
る
範
囲
の
こ
と
を
日
々
積
み
重

ね
、
環
境
問
題
の
一
隅
を
照
ら
す
光

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
減
ら
す
節
電
か
ら
作
る
節
電
へ
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
燃
料
電
池
な
ど
に

よ
り
発
電
し
、
得
た
電
気
と
熱
を

家
庭
内
へ
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
。

４月１日
から

４月１日
から

旧中央公民館 → 第 二 庁 舎第 二 庁 舎

分 庁 舎 → 宮前町庁舎宮前町庁舎

《産業部の電話番号》
○商工観光課
　［商工労働係］62‐5360
　［観光振興係］62‐5370

産業部産業部 が 第二庁舎  に移転します。が  第二庁舎  に移転します。

（〒018-3315　宮前町4‐15）（〒018-3315　宮前町4‐15）

（〒018-3312　花園町15‐1）（〒018-3312　花園町15‐1）

４月１日から４月１日から

＜１階＞産業部　農林課／商工観光課
＜２階＞教育委員会　教育委員会総務課／
　　　　　　　　　　学校教育課

＜２階＞税務課

施
設
名
称
を
変
更
！

施
設
名
称
を
変
更
！

　４月１日から旧中央公民館を「第二庁舎」に、分
庁舎を「宮前町庁舎」に名称を変更します。
　第二庁舎１階には、これまで森吉庁舎（２階）に

あった産業部が移転し、２階にはこれまでと同じく
教育委員会（総務課・学校教育課）が入り、宮前町
庁舎もこれまでと同じく税務課が入ります。

○農林課
　［農業振興係］62‐5514
　［林業振興係］62‐5517

【産業部ＦＡＸ】62‐5551
【お問い合わせ】財政課管財係 ☎62‐6603※詳しい内容については、次号でお知らせします。

農  林  課農  林  課
商工観光課商工観光課
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　市職員の給与等の実態について、平成29年４月１日現在で行われた「地方公務員給与実態調査」
に基づき、その概要をお知らせします。
　なお、同調査結果は、３月中に市ホームページに掲載する予定です。
※市職員の給与は、人事院の給与勧告及び国や他の団体との均衡を考慮しながら市議会の審議を経
て条例で定めています。

 33,505

23,684,662

594,225

3,845,727

16.2

人　

千円

千円

千円

％　

※人件費は、特別職に支給される給与、報酬等を含みます

　住民基本台帳人口

　歳　　出　　額　（Ａ）

　実　　質　　収　　支

　人　　件　　費　（Ｂ）

　人件費率（Ｂ／Ａ）　 28年度

※平均給与月額には、扶養手当、住居手当、通勤手当等を含みます

区　　　分 職　員　数 対前年
増減数部　　　門 Ｈ29Ｈ28

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計

一

般

行

政

部

門

特別行政部門 （教育）
（消防）

普 通 会 計　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合　　　　　　計

5
83
22
69
35
0
21
14
21
270
56
96
422
30
13
7
19
69
491

 0
4

△ 1
△ 1
△ 2
0
0
1
0
1

△ 3
0

△ 2
1

△ 2
0
0

△ 1
△ 3

5
87
21
68
33
0
21
15
21
271
53
96
420
31
11
7
19
68
488

※税務職・保健職・企業職・技能労務職・福祉職・
　教育職・医療職・消防職を除きます。

標準的な
職務内容 構成比職員数

合　　　　計

区 分

15.5

11.2

22.4

18.4

18.8

9.7

4.0

10 0.0

4 3

3 1

6 2

5 1

5 2

2 7

1 1

2 7 7

主　　事

主　　任

主　　査

副 主 幹

主　　幹

課　　長

部　　長

１ 級

２ 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級

７ 級

　区　 分

　６月期

　12月期

　合　 計

期 末 手 当

1.175 月分

1.325 月分

2.500 月分

勤 勉 手 当

0.775 月分

0.825 月分

1.600 月分

区　分

市　長
副市長
教育長

議　長
副議長
議　員

847,000 円
624,000 円
552,000 円

356,000 円
320,000 円
302,000 円

給料・報酬(月額) 期 末 手 当

６月期 1.450月分
12月期 1.575月分
合　計 3.025月分

※住民基本台帳人口は、平成29年１月１日現在です
※実質収支は、形式収支（歳入－歳出）から翌年度に
　繰り越しすべき財源を控除した決算額です

人 ％

人418

千円1,548,517

平成29年度 97.1

※国家公務員の給料月額を100とした給与水準

①人件費（平成28年度普通会計決算）①人件費（平成28年度普通会計決算） ②職員給与費（平成29年度一般会計当初予算）②職員給与費（平成29年度一般会計当初予算）

職 員 数（Ａ）

給与費

給料

職員手当

期末・勤勉手当

計（Ｂ）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）

  313,308 千円

  599,607 千円

千円2,461,432

  5,889 千円

※特別会計職員を除く一般職員
 （職員数は当初予算計上時の人数です）

２平均給与額、初任給など平均給与額、初任給など
①職員の平均給与月額など(平成29年４月１日)①職員の平均給与月額など(平成29年４月１日)

一般行政職

技能労務職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

円311,720 42歳１ヵ月

区　分

円361,465

区　分

大学卒

高校卒
一般行政職

　　　　　　　円179,643

②初任給の状況(平成29年４月１日)②初任給の状況(平成29年４月１日)

　　　　　　　円147,283

給料月額

③ラスパイレス指数の状況(平成29年４月１日)③ラスパイレス指数の状況(平成29年４月１日)

円

円

経験年数15～20年未満経験年数10～15年未満経験年数７～10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

区　　　　　分

228,407

198,175

272,727

225,108

304,811

268,217

④経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成29年４月１日)④経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成29年４月１日)

円319,371 55歳９ヵ月円327,908

３職員手当職員手当

４特別職の給料など特別職の給料など

②扶養手当・住居手当・通勤手当②扶養手当・住居手当・通勤手当①期末手当・勤勉手当の支給割合(平成29年度)①期末手当・勤勉手当の支給割合(平成29年度)

①特別職の給料・報酬など①特別職の給料・報酬など

５職員数の状況職員数の状況
①一般行政職の級別職員数(平成29年４月１日)①一般行政職の級別職員数(平成29年４月１日) ②部門別職員数(各年４月１日)②部門別職員数(各年４月１日)

円

円

円

円

配偶者

子

特定扶養の加算額

父母等

配偶者のない1人目(子)

配偶者のない1人目(父母等)

借 家

交通機関利用

交通用具(自動車等)

扶養手当

区　分手当名 手当額

住居手当

通勤手当

10,000

8,000

5,000

6,500

10,000

9,000

27,000

55,000

31,600

円

円

円

円

円

円

円

円

円

最高

最高

最高

　 総務課総務係 ☎62‐1111問

人件費の状況人件費の状況１

市職員の給与と職員数の状況市職員の給与と職員数の状況
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▲津谷市長が服装や規律を確認した交通
指導隊と防犯指導隊の査閲式

▲当市出身の立崎芙由子選手の平昌五輪出
場を祝い応援看板を設置

　
平
成
30
年
３
月
定
例
議
会
は
、
２
月
13
日
に
開
会
し
、
27
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
施
政
方
針
と
行
政
報
告
、
上
程

さ
れ
た
各
議
案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
15
日
と
16
日
に
は
一
般
質
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
19
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審

査
し
27
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
29
年
度
職
員
採
用
試
験
（
２
次
募

集
）
は
、
１
月
６
日
に
消
防
吏
員
、
１
月

７
日
に
一
般
行
政
の
各
採
用
試
験
を
実
施

し
ま
し
た
。
消
防
吏
員
に
22
人
、
一
般
行

政
に
14
人
が
受
験
し
、
消
防
吏
員
２
人
、

一
般
行
政
３
人
を
合
格
者
と
し
て
告
示
し

ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
１
月

18
日
に
開
催
し
、
空
家
等
対
策
に
係
る
条

例
等
の
改
正
や
空
家
等
解
体
撤
去
費
補
助

金
の
交
付
な
ど
、
今
後
の
空
家
対
策
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
に
出
場
が
決
ま
っ
た
当
市
出
身
の
立

崎
芙
由
子
さ
ん
を
応
援
す
る
た
め
、
市
役

所
本
庁
舎
前
に
応
援
看
板
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

■
総
合
政
策
課

　
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し

整
備
し
て
い
た
「
移
住
定
住
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
」
の
改
修
工
事
が
、
12
月
13

日
に
完
了
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型
１
戸
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
型
１
戸
が
整
備
さ
れ
、
昨

年
度
改
修
し
た
家
族
向
け
１
戸
と
と
も
に
、

移
住
体
験
用
の
住
宅
と
し
て
供
用
す
る
体

制
が
整
い
ま
し
た
。
２
月
１
日
に
は
同
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、「（
仮
称
）
北
秋
田
市

移
住
定
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
設
立
準
備

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
き
た
あ

き
た
移
住
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
出
席
の
も
と

移
住
や
定
住
に
向
け
た
体
制
整
備
に
向
け

意
見
が
交
わ
さ
れ
る
な
ど
、
今
後
は
同
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
や
段
階
に
応

じ
て
短
期
・
中
期
・
長
期
の
滞
在
が
可
能

な
移
住
体
験
事
業
を
提
供
す
る
ほ
か
、
移

住
相
談
及
び
情
報
発
信
を
行
い
、
サ
ポ
ー

タ
ー
や
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
行
う

予
定
で
す
。

　
平
成
29
年
度
職
員
提
案
で
最
終
選
考
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
提
案
に
つ
い
て
、
12

月
22
日
、
27
日
に
提
案
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
市
長
賞
１
提
案
、

優
秀
賞
２
提
案
、
ア
イ
デ
ア
賞
２
提
案
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
空
港
の
利
活
用
促
進
を
目
的
と
し
た

「
枡
席
で
郷
土
の
力
士
豪
風
旭
関
を
応
援

し
よ
う
！
大
館
能
代
空
港
圏
域
の
翼
ツ

ア
ー
」
が
１
月
19
日
、
20
日
に
32
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、
両
国
国
技
館
で
は
初
場

所
６
日
目
の
豪
風
関
の
取
組
を
応
援
し
た

ほ
か
、
豪
風
関
を
招
い
た
夕
食
会
で
は
、

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
市
民
と
の
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
沿
線
の
地
場
産
品
の
販
売
及
び
沿
線
地

域
の
魅
力
の
紹
介
と
観
光
Ｐ
Ｒ
等
を
行
う

た
め
「
秋
田
内
陸
線
市
場
」
を
Ｊ
Ｒ
秋
田

駅
ぽ
ぽ
ろ
ー
ど
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
「
ご
っ
つ
お
玉
手
箱
列
車
」
や
「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ト
レ
イ
ン
」、「
新
春
雪
見

列
車
」
等
の
企
画
列
車
造
成
と
Ｐ
Ｒ
の
支

援
を
実
施
し
、
増
客
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を

調
査
す
る
た
め
、
阿
仁
ス
キ
ー
場
最
寄
り

の
ペ
ン
シ
ョ
ン
向
か
い
に「
マ
タ
ギ
小
屋
」

を
設
置
し
、
２
月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
29
年
11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
８
件
、
契
約
額
は
１
億
６
０
８
１ 

万
３
千
円
で
す
。

　
産
業
部
が
移
転
す
る
旧
中
央
公
民
館
は
、

耐
震
補
強
が
完
了
し
改
修
工
事
を
進
め
て

い
ま
す
。
1
月
末
現
在
の
工
事
進
捗
率
は

80
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
３
月
中

旬
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課
　

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
建
設
工
事
の
進
捗

率
は
、
12
月
末
で
98
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
。
ま
た
、
１
月
４
日
か
ら
ご
み
の
受
入

れ
を
開
始
し
、
４
月
の
本
稼
働
に
向
け
て

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
し
尿
処
理
施
設
の
建
設
は
、
１

月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
北
秋
田
市
都
市
計

画
審
議
会
で
、
北
秋
田
都
市
計
画
汚
物
処

理
場
の
変
更
と
し
て
、
都
市
計
画
汚
物
処

理
場
に
２
号
北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設
の

追
加
を
諮
問
し
、
原
案
通
り
決
定
の
答
申

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
と
防

犯
指
導
隊
連
合
会
の
安
全
祈
願
式
及
び
査

閲
式
が
、
１
月
６
日
に
森
吉
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
活
動
の
安
全
を
祈

願
し
、
査
閲
式
で
は
服
装
及
び
規
律
の
確

認
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
交
通
事
故
防
止
と
犯
罪
の
根
絶
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
消
費
生
活
に
係
る
安
全
３
法
に
基
づ
く

立
入
検
査
を
１
月
12
日
に
実
施
し
、
市
内

の
４
店
舗
で
暖
房
器
具
な
ど
14
品
目
を
検

査
し
た
と
こ
ろ
、
全
て
適
正
に
販
売
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
12
月
末
の
交
付

申
請
枚
数
が
２
９
５
３
枚
、
交
付
枚
数
は

２
４
０
６
枚
で
す
。
ま
た
、
受
け
渡
し
で

き
ず
に
市
が
保
管
し
て
い
る
通
知
カ
ー
ド

は
１
１
０
件
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
12
月
末
の
加
入
世

帯
数
が
４
９
８
８
世
帯
、
被
保
険
者
数
は

７
４
９
３
人
で
、
そ
の
う
ち
前
期
高
齢
者

は
４
１
２
９
人
で
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
12
月
末
の

被
保
険
者
数
が
７
８
８
２
人
で
、
そ
の
う

ち
若
年
障
害
者
認
定
数
は
１
９
７
人
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課
　

　
平
成
30
年
度
の
保
育
所
等
の
申
込
み
状

況
は
、
１
月
末
で
７
５
９
人
で
す
。

　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
８
２
３
２
人
に

対
し
、
１
億
２
３
４
８
万
円
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
及
び
第
３
次
障
が
い
者
計
画
・

第
５
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
・
第
１
期
障

が
い
児
福
祉
計
画
は
、
年
度
内
の
策
定
に

向
け
て
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
高
齢
福
祉
課

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
１
月
末
の
登
録
世

帯
が
８
４
７
世
帯
で
、
昨
年
度
よ
り
75
世

帯
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
年
度
内
の
策
定

に
向
け
て
取
り
ま
と
め
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
医
療
健
康
課

　
健
康
増
進
事
業
は
、
12
月
12
日
と
１
月

16
日
に
生
活
習
慣
病
予
防
と
し
て
「
す
こ

や
か
健
康
講
座
」
を
実
施
し
、
延
べ
１
６

３
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
母
子
健
康
事
業
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「
に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン
」
に
は
、
延
べ
１
３

７
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼

児
育
成
指
導
「
ス
キ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
に
は

延
べ
70
人
の
参
加
が
あ
り
、
年
々
対
象
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
12
月
か
ら
４
地
区

15
会
場
を
地
区
巡
回
健
康
相
談
・
心
の
交

流
サ
ロ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
食
生
活
改
善
推

進
員
が
主
体
と
な
り
「
減
塩
と
野
菜
で
目

指
せ
健
康
寿
命
」
を
テ
ー
マ
に
普
及
・
啓

発
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
75
歳
以
上

の
３
５
５
人
、10
自
治
会
を
対
象
に「
ホ
ッ

と
あ
い
訪
問
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、
12

月
末
で
、
高
齢
者
が
６
５
８
１
人
、
子
ど

も
と
妊
婦
が
２
９
９
１
人
で
、
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
４
１
２
人
が
接

種
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
は
、
12
月
16
日
に
第
２
回
訪
問
看
護

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
１
月
27
日
に
は
第
２

回
認
知
症
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
２
月
３
日

に
は
医
療
介
護
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域

包
括
ケ
ア
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、医
療
・
介
護
の
連
携
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
者
向
け
「
医
療
・
介
護
資
源
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
内
容
を
更
新
し
医
療
介

護
事
業
者
へ
の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、
市
民
向
け
「
医
療
・
介
護
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」を
も
と
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

パ
ソ
コ
ン
等
で
最
新
の
医
療
介
護
の
情
報

を
得
ら
れ
る
よ
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

■
診
療
所

　
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
１
３
６
７
人
で

前
年
同
期
比
２
０
７
人
減
、
外
科
１
５
２

８
人
で
同
72
人
減
、
歯
科
５
０
３
人
で
同

45
人
の
減
で
す
。
合
川
診
療
所
は
１
４
１

８
人
で
前
年
同
期
比
２
５
１
人
減
で
す
。

米
内
沢
診
療
所
は
、
内
科
２
７
４
２
人
で

前
年
同
期
比
３
９
８
人
減
、
小
児
科
５
１

０
人
で
同
71
人
減
、
整
形
外
科
５
６
３
人

で
同
11
人
減
、
脳
血
管
外
科
１
４
２
人
で

同
17
人
減
、
心
臓
血
管
外
科
21
人
で
同
２

人
の
減
で
す
。

▲移住者のニーズに応じた移住体験事業を
提供する移住定住ネットワークセンター
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３
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(2)

　
　
産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
北
秋
田
市
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会

が
、
１
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、
北
秋
田
市

の
米
の
生
産
の
目
安
を
１
万
６
１
８
３
ト

ン
、
面
積
換
算
値
で
は
３
０
２
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
し
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
に
８
７
１
５

ト
ン
、Ｊ
Ａ
あ
き
た
北
央
に
７
３
４
２
ト

ン
、Ｊ
Ａ
以
外
の
市
内
出
荷
業
者
に
１
２

６
ト
ン
の
生
産
の
目
安
を
示
し
ま
し
た
。

　
市
行
林
間
伐
事
業
は
、
合
川
地
区
の
雪

田
沢
13
・
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
内
沢
８
・

21
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順

調
に
業
務
が
遂
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
事
業
（
慶
祝
森
林

自
然
公
園
）
の
工
事
は
、
森
づ
く
り
税
事

業
の
工
事
及
び
市
単
独
工
事
と
も
、
工
期

内
完
成
に
向
け
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
は
、
12
月
10

日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
「
第
10
回
き
ら
き

ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
米

代
児
童
公
園
の
Ｓ
Ｌ
や
樹
木
へ
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
仮
装
パ
レ
ー

ド
の
ほ
か
、
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
は

商
店
街
と
の
連
携
に
よ
る
音
楽
祭
等
で
商

店
街
に
活
気
を
呼
び
ま
し
た
。

　
企
業
誘
致
対
策
は
、
１
月
16
日
に
大
阪

市
で
「
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
関
西
圏

企
業
と
の
懇
談
会
」、
１
月
17
日
に
は
東

京
都
で
「
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
首
都

圏
企
業
と
の
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市

内
誘
致
企
業
を
は
じ
め
秋
田
県
内
関
連
企

業
と
の
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
が
12
月
９
日
か

ら
冬
期
間
の
営
業
を
開
始
し
、
１
月
６
日

か
ら
は
樹
氷
観
賞
期
間
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
台
湾
等
か
ら
の
訪
日
外
国

人
観
光
客
が
増
加
し
て
お
り
、
台
湾
で
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等
の
取
り
組
み
の
効
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
三
大
樹
氷
ブ
ラ
ン
ド
化
誘
客
推
進

は
、
２
月
６
日
か
ら
青
森
八
甲
田
、
山
形

蔵
王
と
の
３
市
連
携
に
よ
る
日
本
三
大
樹

氷
観
賞
地
で
、
海
外
旅
行
業
者
を
招
い
た

Ｆ
Ａ
Ｍ
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
訪
日
外
国
人

観
光
客
の
誘
客
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
９
日
に
は
青
森
市
で
国
際
樹

氷
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
「
樹
氷
を
活
用

し
た
冬
季
観
光
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ク
ウ
ィ
ン
ス
森
吉
は
、
宿
泊
施
設
整
備

工
事
が
完
了
し
、
12
月
25
日
か
ら
宿
泊
営

業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
12
月
は
14
人
の

利
用
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

　
く
ま
く
ま
園
は
、
１
月
20
日
か
ら
３
月

11
日
ま
で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
に
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
の
冬
眠
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
冬
眠
中
の
熊
の
観
察
を
通
し
て
、
熊

の
生
態
な
ど
の
知
識
を
提
供
す
る
と
と
も

に
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
新
春
恒
例
の
綴
子
大
太
鼓
た
た
き
初
め

は
、
１
月
２
日
大
太
鼓
の
館
で
開
催
さ
れ
、

綴
子
上
町
・
下
町
そ
れ
ぞ
れ
の
大
太
鼓
保

存
会
が
大
音
響
を
轟
か
せ
、
新
年
の
安
全

と
地
域
の
発
展
を
願
い
ま
し
た
。

　
第
24
回
も
ち
っ
こ
市
は
、
２
月
10
日
、

11
日
に
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
、

特
設
テ
ン
ト
内
に
設
置
さ
れ
た
飲
食
ブ
ー

ス
を
は
じ
め
物
販
ブ
ー
ス
で
は
、
北
あ
き

た
バ
タ
ー
餅
を
始
め
、
手
作
り
餅
や
お
焼

き
餅
な
ど
の
地
元
特
産
品
が
販
売
さ
れ
、

多
数
の
来
場
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
建
設
部
関
係

■
建
設
課

　
排
水
維
持
工
事
は
、
阿
仁
前
田
停
車
場

線
を
発
注
、
綴
子
掛
泥
線
ほ
か
２
件
が
完

成
。
交
通
安
全
施
設
工
事
は
、
荒
瀬
川
線

ほ
か
３
件
が
完
成
。
道
路
維
持
工
事
は
、

長
野
町
線
ほ
か
２
件
が
完
成
。
道
路
改
良

工
事
は
、
元
７
号
坊
沢
線
が
完
成
し
ま
し

た
。

　
橋
梁
維
持
工
事
は
、
八
ケ
村
堰
橋
が
完

成
。
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
は
、
橋
梁

補
修
工
事
（
沢
口
２
号
橋
）
ほ
か
２
件
が

完
成
。
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
は
、

道
路
災
害
復
旧
工
事
（
向
田
喜
鵲
線
）
ほ

か
１
件
を
発
注
。
災
害
復
旧
工
事
は
、
道

路
災
害
復
旧
工
事
（
幸
屋
線
）
ほ
か
２
件

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
除
雪
事
業
は
、
昨
年
よ
り
除
雪
出
動
が

14
日
早
く
11
月
21
日
に
阿
仁
地
区
・
森
吉

地
区
で
、
幹
線
等
の
除
雪
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。ま
た
、1
月
10
日
現
在
の
出
動
回
数
、

積
雪
深
と
も
に
昨
年
度
の
倍
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
上
下
水
道
課

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
綴
子
配
水
池
内
部

洗
浄
委
託
業
務
と
三
木
田
地
区
配
水
管
布

設
替
他
工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
森
吉
・
合
川
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設

整
備
事
業
は
、
前
田
及
び
神
成
送
水
ポ
ン

プ
場
建
設
他
工
事
と
桂
瀬
増
圧
ポ
ン
プ
場

建
設
他
工
事
、
赤
坂
配
水
場
改
良
工
事
の

完
成
に
よ
り
、
昭
和
63
年
か
ら
始
ま
っ
た

同
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
地
質
調
査
業
務

委
託
２
件
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
は
、
鷹
巣
地
区

20
基
、
合
川
地
区
２
基
、
森
吉
地
区
７
基

及
び
阿
仁
地
区
１
基
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
11
月
１
日
か
ら
１
月
25
日
ま
で
の
火
災

及
び
救
急
出
場
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
建
物
火
災
３
件
、
そ
の
他
火
災
１
件
が

発
生
。
救
急
出
場
件
数
は
３
１
１
件
で
、

種
別
で
は
急
病
２
４
２
件
、
一
般
負
傷
45

件
、
交
通
事
故
24
件
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
は
、
４
人
の
傷
病
者
を
搬
送
し
ま
し
た
。

救
助
出
場
は
18
件
で
す
。
ま
た
、
管
内
の

捜
索
救
助
出
場
は
１
件
発
生
し
、
生
存
発

見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
訓
練
は
、
福
祉
避
難
所
設
置
運
営
訓
練

及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
設
置
運
営
訓
練

を
11
月
22
日
に
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
で

実
施
し
、
関
係
機
関
の
役
割
分
担
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
・
北

秋
田
警
察
署
と
の
合
同
冬
期
雪
害
対
応
訓

練
を
11
月
30
日
に
道
の
駅
た
か
の
す
駐
車

場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
非
常
備
消
防

　
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
、
１
月
４
日

に
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
前
か
ら
分
列
行
進
を
行

い
、北
都
銀
行
鷹
巣
支
店
前
で
市
長
、団
長
、

消
防
長
の
観
閲
を
受
け
、
沿
道
の
市
民
に

堂
々
と
し
た
行
進
を
見
せ
て
地
域
防
災
を

担
う
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
い
、
１
月
20
日

と
28
日
に
防
災
訓
練
が
市
内
４
地
区
で
行

わ
れ
、
消
防
団
と
地
域
住
民
と
の
連
携
、

協
力
体
制
を
強
化
し
、
防
火
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
教
育
留
学
推
進
事
業
は
、
短
期
チ
ャ
レ

ン
ジ
留
学
Ⅱ
を
12
月
25
日
か
ら
29
日
の
日

程
で
開
催
し
、
県
外
か
ら
33
人
の
小
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
餅
つ
き
、
酪
農
、
ス

キ
ー
な
ど
の
体
験
活
動
や
合
川
小
学
校
で

授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。ま
た
、オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
留
学
に
は
、
大
分
県
、
兵
庫
県
、

大
阪
府
、
神
奈
川
県
の
４
府
県
か
ら
５
人

の
児
童
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

■
学
校
教
育
課

　
全
国
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
鷹
巣
中

学
校
女
子
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
26
位
と
健

闘
し
ま
し
た
。ま
た
、全
県
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
が
、
１
月
11
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
合

川
中
学
校
男
子
・
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム
が

優
勝
し
、
男
女
と
も
総
合
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
全
国
い
じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ
ト
が
、

１
月
20
日
に
文
部
科
学
省
で
行
わ
れ
、
県

代
表
と
し
て
合
川
中
学
校
の
生
徒
３
人
が

参
加
し
、
い
じ
め
未
然
防
止
に
向
け
た
全

校
対
話
集
会
の
実
践
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
を
12
月
16
日
に
市

民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
地
域
で

社
会
参
加
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
個
人
・

団
体
が
一
堂
に
会
し
、
参
加
者
と
と
も
に

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多

彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
冬
の
笑
楽
校
２
０
１
８
を
１

月
11
日
に
同
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
や
鑑
識
な
ど
、
学
校
と
は
一
味

違
う
学
習
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
が
主

催
し
た
「
安
藤
パ
パ
の
絵
本
ラ
イ
ブ
・
講

演
会
」
が
、
１
月
20
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ

ジ
ャ
パ
ン
代
表
の
安
藤
哲
也
さ
ん
が
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
子
育
て
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
や

仕
事
も
育
児
も
地
域
も
楽
し
む
生
き
方
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

　
第
20
回
北
秋
田
市
な
が
な
わ
と
び
大
会

を
12
月
１
日
に
合
川
体
育
館
で
開
催
し
、

選
手
や
保
護
者
、
観
客
な
ど
５
０
０
人
を

超
え
る
市
民
が
集
ま
る
中
、
22
チ
ー
ム
が

体
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
優
勝
を
目
指
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
第
11
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
を
１

月
28
日
に
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
催

し
、
各
競
技
に
５
歳
の
幼
児
か
ら
85
歳
の

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
１
１
２
人
の
市
民
が
出
場

し
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 ▲「生涯フェスタ」でブレスレット作りを

　指導する秋田北鷹高校生

▲台湾からの訪日外国人観光客が増加し
ている森吉山の樹氷

▲クリスマス仮装で商店街をパレードし
たきらきらフェスティバル

▲地域住民と連携協力した文化財防火
　デーに伴う防災訓練（阿仁異人館）
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問　 消防本部　☎62‐1119

災害情報テレホンサービス災害情報テレホンサービス

災害情報専用番号

（利用には料金が発生します）
０１８６‐６２‐９９７９

※119番は緊急専用の番号です。消防車両の出動に
　関する問い合わせには使用しないでください。

　災害の発生状況（出動場所・災害種別）を
テレホンサービスでお知らせします。

３月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐3311
　７日、14日、21日
　22日、28日、31日
【開館時間】 午前９時～午後７時
　※土日、振替休日は午後５時まで
■森吉図書館 ☎72‐3192
　７日、14日、21日
　22日、28日、31日
【開館時間】 午前９時～午後５時

■森吉公民館 ☎72‐3259
【サロン展】３/１（木）～18日（日）
木村二夫「切り絵」

■スポーツ　☎62‐3800

▼３/３（土）北部卓球選手権大会
（中学校の部）＝鷹巣体育館

▼３/21（水）第35回小林大二郎旗
杯争奪小中学校剣道大会＝合川体
育館

■市民ふれあいプラザ ☎62‐1130

▼ ３/１（木）～３/30（金）アトリ
エ・コムコム「かな文字同好会」
■文化会館　☎62‐3311

▼３/３（土）平成29年度北秋田市
スポーツ賞表彰式・講演会＝13:00～

▼３/11（日）宇崎竜童弾き語りラ
イブ2018＝18：30～

▼３/21（水）北秋田地区吹奏楽連
盟スプリングコンサート＝14：00～
入場料500円

▼３/24（土）朗読で親しむ渡辺喜
恵子の世界＝10：00～ 入場無料

▼３/31（土）工藤啓ピアノ教室発
表会＝10：00～ 入場無料

▼３/31（土）第42回三澤由美子音
楽教室発表会＝14：00～ 入場無料
■合川公民館 ☎78‐2114
【ロビー展】３/７（水）～31日（土）
「てまりの会」

列車＆ゴンドラ乗り放題列車＆ゴンドラ乗り放題
春休み春休み

対　　象　秋田県内の小学生
対象路線　秋田内陸縦貫鉄道、由利高原鉄道、
　　　　　森吉山阿仁スキー場ゴンドラ
期　　間　３月18日（日）～４月８日（日）
利用条件　小学生１名につき同伴の大人
　　　　　１名以上で同じ区間の利用
内陸線再生支援室　☎82‐2114

小学
生

小学
生

お得なこの機会に皆様ぜひご利用ください。

問

秋田
県の

秋田
県の

ショーン
コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.２０ＮＯ.２０

　

　待ちに待ったスキーのネタを…！（もしかし

て、雪が降るのを待ち切れなかったのは私だけ

でしょうか？）

　もう１か月以上前の話になってしまいますが、

今シーズンの初滑りはパウダースノーの阿仁ス

キー場で、阿仁中学校のＡＬＴの先生と２人で

スキーを楽しみました。初滑りというか、彼に

とっては人生で初のスキーだったので、初めて

雪国ならではの遊びに挑戦しました。阿仁ス

キー場ならではの樹氷の魅力にも感動したそう

です。帰りは定番のマタギの湯に入浴（温泉そ

のものは雪国ならではと言えないでしょうが、

蜂蜜のボディーソープは…？）。

　写真では分かりにくいかもしれませんが、背

中に「ＪＡＰＡＮ」と

書いてあるのは、平昌

五輪に日本代表として

出場したいという気持

ちを込めたものでした。

結論から言いますと、

五輪への道は北秋田市

民スキー大会で終わっ

てしまいましたが、大

回転一般男子の部青年

で優勝という成績を残すことができました！た

だし、一般男子青年の選手の数を問わないでく

ださい（とりあえず指一本で数えられます）。

「阿仁で滑り初め」

★

　印刷機、製紙機、製袋機、スマートフォン等の

液晶画面、有機ＥＬ画面やフレキシブル基盤の製

造工程における原材料の送り出しや製品の巻取り

を行うために利用されるエアーシャフトを製造し

ています。また、高硬度セラミック使用したセラ

ミックアニロックスロールも製造しています。
　旋盤を使った部品加工の

業務に従事しています。今

まで経験したことが無い仕

事ですが、上司や先輩方の

指導のもと、少しずつ仕事

を覚えて出来るようになっ

てきました。物づくりの楽

しさを日々感じています。

ニューロング技研株式会社

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市上杉字金沢101‐53
◆主な事業　エアシャフト等の製造
◆従業員数　40人
◆電話番号　0186‐78‐3100

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

武石 直樹さん（26）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.11

　弊社では、お客様のご要望に合わせて設計、製造、

組立、販売までを一貫して行っている独立採算制

のメーカーです。取引企業数は国内外合わせて

2000社を超えています。エアーシャフトにおけ

る国内トップメーカーとなっています。

若手社員
の声

若手社員
の声

切削加工の様子① 切削加工の様子②

大館能代空港IC～鷹巣IC大館能代空港IC～鷹巣IC

開通イベント開通イベント

　　都市計画課都市計画住宅係
　　☎72‐5246
問

期日　３月21日 （水）
時間　10時～12時30分
場所　大館能代空港IC付近

日沿道鷹巣大館道路日沿道鷹巣大館道路祝
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長
い
長
い
冬
の
終
わ
り
。
雪
国
だ
か
ら
こ
そ
、
春
の
訪
れ
は
そ
れ
だ
け
で
力
が
み
な
ぎ
り
ま
す
ね
♪
バ
タ
も
っ
ち
も

う
れ
し
く
て
伸
び
ち
ゃ
っ
た
！
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
！

申
問

問

　　 教育委員会総務課 ☎62‐6616申問

平成30年度

市が行う無利子の奨学資金貸付制度

《対象》　学業成績が優秀で、経済的理由により就
学が困難な方（募集人数 若干名）

《貸付要件》　本年４月に大学、短大、高校、高等
専門学校に進学又は在学する方

《申込期間》　４月２日（月）～４月27日（金）※必着
《貸付額》　 ▽高校生、高等専門学校生第１～３年
次　月額20,000円 ／ ▽大学生、短期大学生、
高等専門学校生第４～５年次　月額35,000円

《貸付期間》　在学する学校の正規の最短修業期間
《返済方法》　卒業後に６か月据え置きし、貸付期
間の２倍の期間内に月賦返済

《申請用紙の配布場所》　教育委員会総務課／各総
合窓口センター

　　　　　　　　　秋田県育英会など他団体でも
奨学金制度がありますが、複数の団体からの奨
学金貸与を認めないものもあります。

北秋田市奨学生募集北秋田市奨学生募集

ご注意ください！ご注意ください！

　

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
３
月
５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
　
※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、
確
認
書
類
（
免
許
証
等
）

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
必
ず

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　
３
月
23
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

自
分
測
定
日

　
定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な
「
か

ら
だ
」
作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？　

　
期
日　
３
月
26
日（
月
）

　
場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
時
間　
９
時
〜
16
時 

　
　
　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

３
月
の
乳
幼
児
健
診
・
相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
バ
ス
タ
オ

ル
／
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
３
月
28
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
29
年
11
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
３
月
28
日（
水
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
29
年
８
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
３
月
28
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
29
年
５
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査（
鷹
巣
地
区
）

　
期
日　
３
月
20
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
27
年
８・
９・10
月
生
ま
れ
の
子

▽
３
歳
児
健
康
診
査（
鷹
巣
地
区
）

　
期
日　
３
月
14
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

　
対
象　
平
成
26
年
９・10・11
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
鷹
巣
地
区
）

　
期
日　
３
月
27
日（
火
）

　
受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

　
対
象　
平
成
25
年
１・２・３
月
生
ま
れ
の
子

▽
５
歳
児
健
康
相
談（
森
吉
・
合
川
・
阿
仁
地
区
）

　
場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
期
日　
３
月
13
日（
火
）

　
受
付
時
間　
13
時
〜
13
時
15
分

　
対
象　
平
成
24
年
12
月

　
　
　
　
平
成
25
年
１・
２・３
月
生
ま
れ
の
子

▽
ピ
カ
ピ
カ
歯
っ
ぴ
ー
教
室

　
期
日　
３
月
16
日（
金
）

　
場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
平
成
29
年
２・
３
月
生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
心
の
ふ
れ
あ

い
相
談
員
が
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
サ
ロ
ン
「
お
茶
っ
こ
」

場
所
　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
８
日（
木
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン
「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
16
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン
「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
３
月
26
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン
「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

が
ん
サ
ロ
ン
「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
22
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康 

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
12
月
13
日
の
健
診

近
藤
え
れ
ん

五
代
儀
り
ょ
う
き

佐
藤
そ
う
す
け

五
代
儀
は
る

米
澤
た
く
や

松
井
か
な
み

新
田
は
づ
き

小
寺
澤
も
え

智
田
か
い
と

津
谷
し
ほ
ん

杉
村
ひ
な
た

成
田
ら
い
か

千
葉
れ
ん
と

山
田
け
ん
と

簾
内
は
づ
き

千
葉
と
う
か

長
岐
ひ
ろ
と

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

相

善

町

太
田
屋
敷
後

高

野

尻

米

代

町

材

木

町

東

横

町

東

中

岱

東

中

岱

舟

見

町

あ
け
ぼ
の
町

あ
け
ぼ
の
町

四

渡

中

屋

敷

高

村

岱

堂

ヶ

岱

本

郷

本

郷

は
つ
ら
つ
栄
養
教
室
参
加
者
募
集

対
象　
65
歳
以
上
の
男
性
の
方

日
程　
各
会
場
２
か
月
に
１
回

　
　
　
第
３
月
曜
日 

10
時
〜
14
時

場
所
（
２
会
場
）　

▽
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
（
送
迎
あ
り
）

　
対
象
＝
阿
仁
・
森
吉
・
合
川
地
区
の
方

▽
北
秋
田
保
健
セ
ン
タ
ー
（
送
迎
な
し
）

　
対
象
＝
鷹
巣
地
区
の
方

内
容　
調
理
実
習
、
軽
体
操
な
ど

定
員　
各
会
場
15
人 

／ 

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
３
月
30
日（
金
）

精
神
保
健
相
談
・

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
３
月
23
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

の
び
の
び
運
動
教
室
参
加
者
募
集

対
象　
60
歳
以
上
の
方

日
程　
各
会
場
で
月
１
回

時
間　
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　
鷹
巣
・
森
吉
・
阿
仁
の
各
保
健
セ

ン
タ
ー
／
合
川
公
民
館
／
前
田
公
民
館

／
大
阿
仁
出
張
所

内
容　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

防
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

定
員　
各
会
場
40
人

申
込
締
切　
３
月
16
日（
金
）

ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
〜
認
知
症
を
学
ぶ
〜

　
認
知
症
の
こ
と
や
医
療
・
介
護
の
こ
と

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
14
日（
水
） 

10
時
〜
15
時

場
所　
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー☎

69‐
７
０
６
１

ま
め
ま
め
運
動
教
室
参
加
者
募
集

対
象
者　
65
歳
以
上
の
方

場
所　
北
秋
田
市
民
プ
ー
ル

期
日　
４
月
〜
９
月
の
毎
週
火
曜
日
又
は

毎
週
金
曜
日 ※

ど
ち
ら
か
を
選
択

時
間　
〈
火
曜
日
〉
13
時
30
分
〜
15
時

　
　
　
〈
金
曜
日
〉
10
時
30
分
〜
12
時

内
容　
主
に
い
す
に
座
っ
た
体
操

参
加
料　
無
料
（
別
途
、
入
館
料
と
ボ
ー

ル
代
１
０
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
）

募
集
人
数　
各
グ
ル
ー
プ
20
人（
先
着
順
）

申
込
締
切　
３
月
15
日（
木
）

※

参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐

７
０
６
１

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で

は
、
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
！
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
食
に
関
心
の
あ
る
70
歳
未
満
の
方

年
会
費　

１
２
０
０
円

募
集
期
間　
３
月
30
日（
金
）ま
で

申
問

家
族
介
護
慰
労
金
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か
？

　
市
で
は
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

せ
ず
に
介
護
さ
れ
て
い
る
同
居
ご
家
族
の

方
に
慰
労
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
額　
月
額
３
０
０
０
円

要
件　
被
介
護
者
が
①
又
は
②

　
①
要
介
護
４
以
上
の
方

　
②
要
介
護
３（
認
知
症
Ⅲ
a
以
上
）の
方

※

訪
問
入
浴
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
看

護
、
居
宅
管
理
指
導
、
福
祉
用
具
貸
与

及
び
購
入
補
助
、
住
宅
改
修
補
助
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
支
給
対
象
と
な

り
ま
す
。

　
　

 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
62‐

６
６
３
９

申
問
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問 　
水
道
使
用
開
始
・
中
止
の

　
　
　
　
　
申
込
み
は
お
早
め
に

　

例
年
、春
に
な
る
と
引
っ
越
し
に
伴
う

水
道
開
始
・
中
止
の
申
込
み
が
集
中
し
ま

す
。申
込
み
は
３
営
業
日
前
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。窓
口
や
電
話
の
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
込
み
で
き
ま
す
。な
お
、

中
止
の
際
は
、水
道
管
凍
結
防
止
の
た
め
、

氷
止
め
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

《
お
知
ら
せ
》

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
森
吉
地
区
簡
易
水

道
と
合
川
地
区
簡
易
水
道
は「
森
吉
・
合
川

地
区
上
水
道
」と
し
て
、川
口
小
ケ
田
地
区

簡
易
水
道
は「
鷹
巣
上
水
道
」へ
統
合
し
ま

す
。こ
れ
に
伴
う
料
金
の
変
更
や
、手
続
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
ど
お
り
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、月
初
め
に
郵
送
に
て「
納
入
通
知

書
」や「
料
金
の
お
知
ら
せ
」を
受
け
取
っ

て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の
緑

色
の
用
紙
か
ら
赤
色
の
用
紙
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
下
水
道
課
業
務
係
☎
72‐
３
１
１
３

お
知
ら
せ

■
３
月
28
日（
水
） 

北
秋
田
市
役
所 

本
庁

10
時
〜
11
時
45
分

北
秋
田
地
域
振
興
局

13
時
30
分
〜
15
時
45
分

献血日程献血日程市営住宅
 入居者募集
市営住宅
 入居者募集

脳トレ介護予防に効果的な
「いきいき脳トレ 健康マージャン」
始めませんか？

　高齢福祉課高齢福祉係　☎62‐6639

☆健康マージャンは飲まない、吸わない、賭けない
をモットーとした健全なゲームです。
①マージャン卓及び牌の貸し出しを無料で行います。
②健康マージャンのルールを教えてく
　れる講師を無料で派遣します。
③対象は市内に在住の65歳以上の団体
　になります。

問

クリーンリサイクルセンターの
ダイオキシン類測定結果

　「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づき、
クリーンリサイクルセンター焼却施設から排出さ
れるダイオキシン類の調査結果をお知らせします。

項目 測定結果 環境基準値

焼却炉排ガス
（単位：ng-TEQ/㎥）

１号炉

２号炉
ばいじん

（単位：ng-TEQ/g）
焼却灰

（単位：ng-TEQ/g）

0.13

0.10

1.80

0.0064

10

10

３

３

ng（ナノグラム）：10億分の１を示します。
TEQ：毒性等価換算濃度（Toxic 
Equivalents の略）。多くのダイ
オキシンの中から最も毒性の強い
ダイオキシン類を１として表した
濃度を示します。

　 クリーンリサイクルセンター ☎63‐2343

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.03
0.05
0.06
0.03
0.02
0.02

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（２月２日測定）空間線量調査（２月２日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

○道路維持作業員〈臨時職員〉　１人（年齢不問）
［勤務地］　阿仁地区
［必要な免許・資格］　中型免許以上／大型特殊
免許／車両系建設機械運転資格

［雇用期間］　４月１日～９月30日
　　　　　　※更新の可能性あり
［就業形態］　週休二日制　（時間外）あり
　（勤務時間）８時 30分～ 17時 15 分
［賃金形態］　日給制（毎月 10日支払）
〈賃金額〉日額 10,000 円／〈賞与〉なし
／〈時間外手当〉あり／〈通勤手当〉あり

［募集期間］　３月１日（木）～３月９日（金）必着
［提出書類］　 ▽履歴書（写真添付）
　　　　　　 ▽資格証・免許証の写し
［提出場所］　建設課管理係（森吉庁舎）
［面接日時］　３月15日（木） 10時～
［面接会場］　森吉庁舎１階 第一会議室
※詳細についてはお問い合わせください。

臨時職員を募集します臨時職員を募集します

建設課管理係　☎72‐3116申問

　 生活課環境係 ☎62‐1110問

◇利用料金
 １箱 １５００円（税抜）
 ※箱のサイズは３辺合計で140㎝以内、重量は20kg以内。
 ※サイズ内であれば何点詰めても大丈夫です。
◇回収品目
 使用済小型家電（パソコン、携帯電話を含む400品目以上）
 ※テレビ・冷蔵庫・エアコン・洗濯機は除く
◇申込方法
 ①リネットジャパン㈱のホームページにて申込み
 ②専用申込書によりFAXで申込み

使用済小型家電の回収使用済小型家電の回収

　小型家電リサイクル法に基づく国の認定事業者で
あるリネットジャパン㈱と使用済小型家電の宅配便
回収に係わる協定を締結しました。（平成30年２月８日付）

を始めました！を始めました！
宅配便による宅配便による

申問

パソコン本体を含むと
無 料

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

胡桃館団地･･･綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地･･･八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～18,200円
松ケ丘団地･･･川井字松石殿1‐254★

▽木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢１★
木造２階６戸建２ＬＤＫ 
月額19,100円～44,000円（共益費400円）
諏訪岱団地･･･米内沢字諏訪岱33‐1★
木造２階１戸建３ＬＤＫ 月額50,000円～70,000円
冷水岱団地･･･米内沢字冷水岱94‐1★
木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額17,200円～39,500円
御嶽団地･･･本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,900円～43,400円
上岱団地･･･阿仁水無字上岱64‐2★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～34,300円
畑町団地･･･阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平長屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,900円～54,900円★

▽木造平長屋５戸建１ＬＤＫ 月額19,100円～43,900円
三両団地･･阿仁銀山字下新町51‐4★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,400円
比立内団地･･･阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,500円
サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,800円（共益費800円）
陣場岱第２住宅･･･阿仁前田字陣場岱22‐４ 
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,800円～24,800円
※★印の住宅は単身入居できません
　各住宅の設備等については、市のホームページ
をご覧になるか、お問い合わせください。
【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　３月１日（木）～７日（水）
　　　　　　第２回　３月12日（月）～16日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥
　
⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

※募集期間中は住宅案内を行っています。
希望日の前日までに電話等で申し込みください。
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北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
精
神
科
＝
３
月
29
日（
木
）

北
秋
田
市
民
病
院

　
☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
１
月
》

▽
慶
弔
費　
　
　
　
　
　
０
円
（
０
件
）

▽
会　
費　
７
万
７
６
６
６
円
（
17
件
）

▽
そ
の
他　

２
万
３
９
２
０
円
（
４
件
）

▽
合　
計　
10
万
１
５
８
６
円
（
21
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
１
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
道
路
維
持
工
事
（
そ
の
他
市
道
李
岱
羽
根

山
線
）／
６
９
７
万
６
８
０
０
円
／
㈲
宗
和

▼
道
路
改
良
工
事（
２
級
市
道
桂
瀬
駅
前
線
）

／
１
８
３
６
万
円
／
㈲
米
広
組
▼
農
業
用
施

設
災
害
復
旧
工
事（
小
沢
地
区
）／
６
２
６
万

４
０
０
０
円
／
㈱
松
岡
組
▼
河
川
災
害
復
旧

工
事（
準
用
河
川
糠
沢
川
）／
３
９
６
万
３
６

０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼
河
川
災
害
復
旧
工

事（
普
通
河
川
打
当
内
川
）／
６
１
６
万
６
８

０
０
円
／
㈲
阿
仁
土
建
▼
北
秋
田
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
非
常
用
発
電
設
備
工
事
／
７
６

６
８
万
円
／
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
鷹
巣
営
業
所
▼

北
秋
田
市
し
尿
処
理
施
設
建
設
工
事
／
14
億

１
８
４
万
円
／
㈱
西
原
環
境
東
北
支
店
▼
増

沢
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改
修
工
事
／
３
８
０
万

１
６
０
０
円
／
㈲
菊
地
技
建
▼
鷹
巣
北
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
用
エ
ア
コ
ン
設
置
工

お
知
ら
せ

問

問

電話で申込みのあった場合に限り！電話で申込みのあった場合に限り！

《実施期間》　３月22日（木）～４月９日（月）

《延長時間》　19時まで　　　　　　※土日を除く　
《場所》　市民課市民係／合川・森吉・阿仁の各窓口セ
ンター（前田・大阿仁出張所を除く）

《取扱業務》　転出・転入届／住民票や印鑑証明の発行
／戸籍等の届出・発行／税証明書の発行

※その他、関係機関等への連絡が必要な手続きについ
ては事前申込みの際に申し出ください。

市民窓口業務を時間延長します市民窓口業務を時間延長します

≪お申し込み及びお問い合わせ≫

　 ▽市民課市民係 ☎62‐1114
　 ▽合川総合窓口センター ☎78‐2100
　 ▽森吉総合窓口センター ☎72‐3115
　 ▽阿仁総合窓口センター ☎82‐2111

　転出・転入者が多くなる３月末から４月初めにかけ、
日中窓口に来られない方のため、電話で申込みのあっ
た場合に限り、平日の窓口業務の時間延長を行います。

事
／
５
２
５
万
９
６
０
０
円
／
日
通
プ
ロ
パ

ン
鷹
巣
販
売
㈲

財
政
課
財
政
係
☎
62‐
６
６
０
７

市
立
小
・
中
学
校
の

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
募
集

募
集
地
区
　
鷹
巣
、合
川

採
用
人
数
　
若
干
名

必
要
資
格
　
市
内
在
住
の
70
歳
未
満
の
方

で
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
で
き
る
免

許
を
お
持
ち
の
方

契
約
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
平
成
31
年
３
月
31
日

賃
金
　
　
　
時
給
１
３
７
５
円

応
募
期
限
　
３
月
15
日（
木
）正
午
ま
で

応
募
書
類
　
履
歴
書・運
転
免
許
証
の
写
し

選
考
方
法
　
個
人
面
接（
詳
細
は
別
途
通
知
）

学
校
教
育
課
義
務
教
育
係

☎
62‐
６
６
１
７

申
問

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(
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総人口　32,792人（45人減）【161人】
男　　15,348人（27人減）【 10人】
女　　17,444人（18人減）【151人】
　　出生　13人　　転入　40人
　　死亡　67人　　転出　31人
世帯数 14,151世帯（４世帯減）【155世帯】

人口と世帯数
※１月31日現在住民基本台帳による
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100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!
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（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜

　対象となるのは応急の診察を要する方です。
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３月11日３月11日
14時～ 16時14時～ 16時

　 　

　

申問

脳卒中のいろはから最新治療まで脳卒中のいろはから最新治療まで

日

北秋田市医療講演会北秋田市医療講演会

日時日時

北秋田市民ふれあいプラザ
コムコム多目的ホール
北秋田市民ふれあいプラザ
コムコム多目的ホール
300人程度300人程度 入場無料入場無料

※どなたでも参加できます。当日入場も可能です。
　参加希望の方は、お申し込みいただけると助かります。
※どなたでも参加できます。当日入場も可能です。
　参加希望の方は、お申し込みいただけると助かります。

秋田大学大学院医学系研究科
機能展開医学系 脳神経外科学講座 教授

清 水 宏 明 先生

　脳卒中になってしまった場合の適切な対処法を理解して
いただくことで、障害を最小限にできる可能性があります。
ポイントは、症状が脳卒中かどうかの見分け方、脳卒中と
思われる場合の素早い行動です。最近の脳卒中の診断・治
療の進歩についても紹介します。

主催　北秋田市地域医療連携センター運営協議会
医療健康課地域医療対策室 ☎62-6626

合川地区春彼岸の伝統行事

万 灯 火万 灯 火
ま　　　　と　　　　びま　　　　と　　　　び

３月21日（水）18時20分頃～　　19時30分頃

（問）合川公民館
 ☎78‐2114

※それぞれの場所で時間は異なります

★

★

★
★

★

★

★

★★

旧合川南小

県道
鷹巣川井堂川線 国

道
２
８
５
号

★

講師講師

場所場所

定員定員
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